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３ 

月
11 

日
（
金
）、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド 

9.0
を
記

録
す
る
地
震
が
東
北
地
方
太
平
洋
沖
で
発
生
し
、

東
北
、
関
東
地
方
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　

こ
の
度
の
地
震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

そ
の
後
、『
が
ん
ば
ろ
う
日
本
』
を
合
言
葉
に

様
々
な
支
援
の
輪
が
広
が
っ
て
お
り
、
住
民
の
皆

様
方
か
ら
も
、
義
援
金
の
受
け
付
け
、
物
資
の
提

供
方
法
な
ど
支
援
を
希
望
す
る
声
が
連
日
届
い
て

い
ま
す
。

　

地
震
か
ら
１
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
人
々
が
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

お
り
、
避
難
生
活
の
長
期
化
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
様
か
ら
の
義
援
金

お
よ
び
物
資
を
募
り
被
災
地
に
お
届
け
い
た
し
ま

す
の
で
温
か
い
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

が
ん
ば
ろ
う
日
本

が
ん
ば
ろ
う
日
本

被
災
地
に
希
望
の
光
を
！

被
災
地
に
希
望
の
光
を
！

が
ん
ば
ろ
う
日
本

が
ん
ば
ろ
う
日
本

『
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
義
援
金
箱
』

を
左
記
の
場
所
に
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
設
置
場
所
】

【
設
置
場
所
】

・
大
崎
町
役
場　

本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー

・
野
方
支
所
窓
口
・
大
崎
町
中
央
公
民
館

・
あ
す
ぱ
る
大
崎

※
開
庁
・
開
館
時
間
内
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

①
義
援
金
箱
を
設
置

①
義
援
金
箱
を
設
置

義援金　　　　　　にご協力ください。
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東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
を
装
い
、
義
援
金

の
振
り
込
み
を
要
求
す
る
不
振
な
メ
ー
ル
や
電
話
が

県
内
で
相
次
い
で
い
ま
す
。
義
援
金
名
目
で
貴
金
属

回
収
を
募
る
不
信
な
電
話
や
訪
問
す
る
ケ
ー
ス
が
志

布
志
警
察
署
管
内
で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

義
援
金
を
送
る
際
は
、
確
か
な
団
体
か
ど
う
か
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

不
振
な
電
話
は
、
志
布
志
警
察
署
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

☎
４
７
２
―
０
１
１
０

　

大
隅
半
島
４
市
５
町
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被

災
地
・
岩
手
県
大
船
渡
市
に
、
職
員
に
よ
る
復
興

支
援
チ
ー
ム
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
肝
付
町
が
、
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

の
施
設
が
あ
る
全
国
６
市
町
で
つ
く
る
『
銀
河
連

邦
』
の
縁
で
、
同
市
に
14
日
か
ら
職
員
を
派
遣
し

て
お
り
、
他
市
町
も
支
援
に
協
力
し
よ
う
と
、
各

首
長
が
集
い
、
復
興
支
援
を
決
め
た
も
の
で
す
。

岩
手
に
町
職
員
派
遣
へ

岩
手
に
町
職
員
派
遣
へ

被
災
地
に
希
望
の
光
を

被
災
地
に
希
望
の
光
を

　

す
で
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
義
援
金
74
万
９
７
５
０

円
（
３
月
30
日
現
在
）
は
、
日
本
赤
十
字
社
の
災
害
復

興
義
援
金
受
付
窓
口
を
通
じ
て
被
災
地
へ
お
届
い
た
し

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

②
物
資
の
提
供

②
物
資
の
提
供

詐
欺
に
注
意
！

詐
欺
に
注
意
！

　

本
町
職
員
２
名
は
、（
農
業
委
員

会
福
岡
徹
、
総
務
課
堂
山
雅
司
）

復
興
支
援
チ
ー
ム
の
第
３
陣
と
し

て
、４
月
４
日（
月
）か
ら
９
日（
土
）

ま
で
の
６
日
間
、
岩
手
県
の
大
船

渡
市
に
お
い
て
復
興
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

　

現
地
に
着
い
た
職
員
は
、
ま
ず

海
沿
い
の
被
災
地
へ
。「
多
く
の
民

家
が
被
害
を
受
け
て
て
お
り
、
倒

壊
し
た
家
屋
、
ひ
っ
く
り
か
え
っ

た
ま
ま
の
車
、
住
宅
地
に
乗
り
上

げ
た
船
。
想
像
以
上
の
『
被
災
地
』

の
光
景
が
あ
っ
た
。」
と
第
一
報
が

届
き
ま
し
た
。

　

大
き
な
被
害
を
受
け
た
同
市
は
、

数
千
人
が
避
難
所
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
い
ま
だ
雪
が
ち
ら

義
援
金
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

義
援
金
を
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

被
災
地
か
ら
緊
急
に
必
要
な
物
資
と
し
て
、
肌

着
、
下
着
（
新
品
に
限
る
）
、
缶
詰
（
缶
切
り
不
要

な
物
）
が
不
足
し
て
い
る
と
の
情
報
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
ご
提
供
頂
け
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た

ら
是
非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
※
詳
細
に
つ
い
て
は
、

保
健
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
、
被
災
地
か
ら
物
資
の
要
望
が
あ
る
場
合
は
、

随
時
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

つ
く
日
も
あ
り
、
厳
し
い
寒
さ
が

続
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

支
援
チ
ー
ム
は
、
全
国
か
ら
届

い
た
支
援
物
資
を
、
各
避
難
所
ご

と
に
仕
分
け
す
る
作
業
や
給
水
作

業
車
に
よ
る
給
水
作
業
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
２
陣
よ
り
保
健
師
も

派
遣
さ
れ
、
血
圧
測
定
や
、
体
調

の
変
化
の
聞
き
取
り
な
ど
の
健
康

支
援
も
開
始
し
ま
し
た
。

　

支
援
チ
ー
ム
は
、
６
日
間
交
代

で
、
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
要
請
内
容
な
ど
を
精
査

し
な
が
ら
、
派
遣
人
数
、
職
種
、

期
間
な
ど
を
決
定
の
う
え
、
順
次
、

派
遣
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

被
災
地
に
希
望
の
光
が
差
し
込

む
よ
う
、
一
日
も
早
い
復
興
を
願
っ

て
い
ま
す
。

支援チームの一員として派遣される
職員に辞令の交付が行われました。

農業委員会　福  岡  徹
総　務　課　堂山雅司　

▲現地から送られてきた岩手県大船渡市の状況写真
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平成２３年度
   　施 政 方 針

【
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
】

　

畑
か
ん
セ
ン
タ
ー
や
Ｊ
Ａ
と
一

体
と
な
っ
た
営
農
指
導
を
実
施
し
、

生
産
性
の
高
い
安
定
し
た
農
業
の

振
興
を
図
る
。

【
水
田
農
業
関
係
】

　

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
を

活
用
し
、
畑
作
物
や
米
の
所
得
補

償
交
付
金
制
度
、
水
田
活
用
の
所

得
補
償
交
付
金
制
度
と
あ
わ
せ
て
、

水
田
と
畑
の
有
効
活
用
に
よ
る
自

給
率
向
上
と
農
業
経
営
の
安
定
を

図
る
。

【
機
械
セ
ン
タ
ー
】

　

新
た
な
所
得
補
償
の
対
象
と
な

る
畑
作
物
の
作
業
受
託
に
対
応
す

る
た
め
、
農
業
機
械
の
効
率
的
活

用
を
図
る
。

【
都
市
農
村
交
流
関
係
】

　

農
作
業
や
農
産
物
加
工
な
ど
の

体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み

　

や
そ
の
受
入
体
制
の
整
備
を
大

隅
地
域
一
体
と
な
っ
て
努
め
る
。

【
営
農
指
導
関
係
】

　

露
地
野
菜
と
茶
生
葉
の
洗
浄
機

器
の
導
入
を
図
り
、
ま
た
、
そ
ば

の
生
産
安
定
を
図
る
た
め
、
秋
そ

ば
新
品
種
の
『
さ
ち
い
ず
み
』
の

採
種
ほ
場
を
委
託
し
て
、
種
苗
の

増
殖
を
実
施
し
、
そ
ば
の
安
定
生

産
と
所
得
確
保
を
推
進
す
る
。

【
営
農
推
進
関
係
】

　

町
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議

会
に
よ
る
認
定
農
業
者
へ
の
支
援

や
農
地
利
用
集
積
事
業
を
活
用
し

た
農
地
集
積
、
新
規
就
農
者
の
育

成
な
ど
の
支
援
業
務
を
行
い
、
ま

た
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
向
け
、

町
耕
作
放
棄
地
協
議
会
が
中
心
に

な
り
取
り
組
む
。

【
畑
か
ん
営
農
関
係
】

　

通
水
面
積
の
拡
大
に
伴
い
、
水

利
用
の
拡
大
を
進
め
ま
す
。
ま
た

環
境
保
全
型
農
業
の
推
進
、
認
証

制
度
へ
の
支
援
等
も
引
き
続
き
推

進
す
る
。

【
畜
産
関
係
】

　

畜
産
振
興
協
議
会
と
連
携
し
な

が
ら
飼
養
管
理
指
導
、
生
産
者
の

意
識
改
革
等
を
行
う
と
と
も
に
育

種
価
の
高
い
遺
伝
能
力
を
持
つ
優

秀
な
繁
殖
素
畜
の
保
留
・
導
入
を

進
め
る
。

【
林
業
振
興
関
係
】

　

県
事
業
で
あ
る
松
林
保
全
再
生

事
業
を
導
入
し
、
白
砂
青
松
『
く

に
の
松
原
』
の
再
生
を
目
指
す
と

と
も
に
、
引
き
続
き
防
除
事
業
を

実
施
し
て
松
林
の
保
全
を
図
る
。

【
有
害
鳥
獣
対
策
】

　

鳥
獣
被
害
対
策
パ
ト
ロ
ー
ル
員

を
雇
用
し
、
猿
害
被
害
防
止
自
主

対
策
の
啓
発
や
駆
除
等
を
実
施
す

る
。

【
水
産
振
興
関
係
】

　

水
産
資
源
及
び
新
規
参
入
者
の

確
保
、
並
び
に
後
継
者
の
育
成
を

図
る
。

農
林
振
興
課

　平成 23年度の所信表明と今年度予算の概要をご説明申し上げ、町政へのご理解とご協力を賜りたいと存じます。

　我が国の経済動向は、内閣府の一月の月例経済報告によりますと「景気は、足踏み状態にあるが、一部に持ち直

しに向けた動きがみられる。ただし、失業率が高水準にあるなど依然として厳しい状況にある。」とされております。

　また国民の間では、一年半前の衆議院議員選挙における歴史的な政権交代の熱気と期待感が冷めつつあり、さら

に全国的な少子高齢化に伴う人口減少などによる経済の縮小や、国債などの国の借金が、過去最高を更新するなど

依然として厳しい状況におかれています。

　また、昨年に隣県で発生した口蹄疫や、高病原性鳥インフルエンザの感染拡大、現在も脅威を与え続けている新

燃岳の噴火などの住民生活に密接な問題から尖閣諸島・北方領土などの外交・安全保障の問題に至るまで、国・地

方ともに危機管理のあり方が問われる時代となっております。

　このような状況の中、大崎町長としてのこれまでの経験を通じ「人は地域の大切な財産であり、歴史・文化や産

業発展の原動力である」と強く感じていることを、幾度となく申し上げておりますが、昨年公募でお集まりいただ

いた意欲ある住民の方々が『おおさき未来検討会議』において各種各層の立場から議論を重ねられ、新総合計画の

素案づくりにご尽力いただいたことは、口蹄疫の防疫体制の際に、行政のみならず、住民の皆様の総力で対応いた

しましたことと同じように、住民が一体となって本町を取り巻く様々な問題に立ち向かっていく一つの形として表

れたものと考えております。

　このような考えで編成いたしました一般会計当初予算額は、６１億３，９２５万２千円で前年度比 6.2％の増と

なっております。

4平成 23 年度　広報おおさき　4月号



【
水
田
ほ
場
整
備
】

　

長
田
地
区
の
水
田
ほ
場
整
備
は
、

排
水
対
策
補
完
工
事
と
換
地
処
分

を
行
う
。

【
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業
】

　

農
道
、
農
業
用
排
水
路
の
工
事

等
を
逐
次
実
施
す
る
。

【
畑
か
ん
事
業
】

　

農
道
の
測
量
設
計
や
改
良
工
事

及
び
ほ
場
の
給
水
栓
の
設
置
並
び

に
排
水
路
整
備
を
実
施
す
る
。

【
シ
ラ
ス
対
策
事
業
】

　

崎
園
・
中
部
・
南
中
沖
の
３
地

区
の
排
水
対
策
を
進
め
る
。

【
農
山
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

支
援
交
付
金
事
業
】

　

菱
田
地
区
の
農
道
舗
装
工
事
を

行
う
。

【
町
単
独
事
業
】

　

倉
元
地
区
と
仮
宿
地
区
の
農
道

等
補
修
工
事
と
船
迫
地
区
の
排
水

路
補
修
工
事
を
行
う
。

【
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策

事
業
】

　

本
年
度
も
引
き
続
き
実
施
す
る
。

【
町
道
整
備
】

　

神
領
丸
尾
線
他
４
路
線
の
改
良

工
事
を
実
施
す
る
。
ま
た
角
堂
倉

元
線
、
木
入
道
大
橋
線
の
測
量
設

計
を
実
施
す
る
。

【
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
】

　

横
内
中
村
線
の
道
路
改
良
測
量

設
計
と
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

策
定
業
務
委
託
を
実
施
す
る
。

【
町
道
維
持
管
理
】

　

管
内
６
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
伐
採

清
掃
や
側
溝
清
掃
、
路
面
補
修
な

ど
を
行
う
。
ま
た
舗
装
補
修
工
事

や
側
溝
改
修
工
事
等
の
維
持
補
修

に
も
努
め
る
。

【
河
川
維
持
管
理
】

　

安
全
な
河
川
維
持
に
資
す
る
た

め
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

【
住
宅
関
係
】

　

旭
ヶ
丘
、
角
堂
及
び
吹
切
住
宅

の
改
修
工
事
を
行
う
。

【
東
九
州
自
動
車
道
関
係
】

　

野
方
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
置

に
つ
い
て
は
基
礎
調
査
を
完
了
し
、

順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

【
国
道
関
係
】

　

国
道
２
２
０
号
木
入
道
交
差
点

及
び
あ
す
ぱ
る
入
口
交
差
点
の
す

べ
り
止
め
カ
ラ
ー
舗
装
や
区
画
線

の
設
置
が
行
わ
れ
る
予
定
。

【
県
工
事
関
係
】

　

地
方
特
定
道
路
整
備
事
業
で
垂

水
大
崎
線
の
整
備
継
続
予
定
。
ま

た
篠
段
第
二
小
川
の
砂
防
事
業
、

西
迫
地
区
の
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
が
着
手
さ
れ
る
予
定
。

【
健
康
増
進
関
係
】

　

各
種
検
診
、
肺
炎
球
菌
予
防
接

種
、
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
等
の

任
意
接
種
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
費

用
に
対
す
る
助
成
制
度
を
確
立
す

る
。

【
初
期
救
急
医
療
体
制
】

　
『
大
隅
広
域
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
』

の
円
滑
な
運
営
を
一
体
的
に
取
り
組

む
。

【
子
育
て
支
援
】

　

新
生
児
訪
問
や
子
育
て
相
談
の

充
実
、地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
継
続

設
置
に
よ
る
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
を
確
保
す
る
。

【
療
育
関
係
】

　

心
身
の
障
害
や
発
達
の
遅
れ
な

ど
が
見
受
け
ら
れ
る
児
童
や
そ
の

家
族
を
対
象
と
し
た
相
談
支
援
、

発
達
支
援
等
の
体
制
を
整
備
す
る
。

【
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
】

　

住
宅
用
太
陽
光
発
電
を
導
入
す
る

家
庭
へ
支
援
事
業
を
実
施
す
る
。

耕　

地　

課

建　

設　

課

保
健
福
祉
課

住
民
環
境
課

【
滞
納
整
理
関
係
】

　

町
税
収
納
率
向
上
の
た
め
に
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
購
入
し
、
滞
納
整

理
に
努
め
る
。

社
会
教
育
課

【
指
導
関
係
】

　

校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
整
備
を
進

め
、
教
育
業
務
の
効
率
化
を
図
る
。

【
施
設
関
係
】

　

耐
震
補
強
工
事
や
ト
イ
レ
の
一

部
洋
式
化
、
安
全
設
備
の
整
備
な

ど
を
進
め
る
。

【
中
学
校
統
合
関
係
】

　

平
成
25
年
４
月
統
合
に
向
け
て
、

諸
準
備
を
進
め
る
。

総　

務　

課

【
文
化
振
興
関
係
】

　

貴
重
な
文
化
財
を
保
存
し
、
遺

跡
マ
ッ
プ
の
作
成
や
郷
土
資
料
展

示
室
の
活
用
に
努
め
る
。

【
青
少
年
教
育
】

　

地
域
の
人
材
や
環
境
を
活
用
し

な
が
ら
、
異
年
齢
集
団
に
よ
る
体

験
活
動
を
行
い
、
青
少
年
の
人
材

育
成
に
努
め
る
。

【
施
設
設
備
】

　

各
施
設
に
つ
い
て
良
好
な
維
持

管
理
に
努
め
る
。

教
育
委
員
会
管
理
課

【
消
防
防
災
関
係
】

　

防
火
水
槽
を
新
設
し
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
購
入
す
る

と
と
も
に
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
へ
の
対
応
を
図
る
。

【
交
通
安
全
対
策
】

　

交
通
安
全
施
設
の
整
備
充
実
に

努
め
、
交
通
安
全
教
育
や
広
報
活

動
を
強
化
す
る
。

【
定
住
促
進
関
係
】

　

町
有
地
の
分
譲
、
お
よ
び
住
宅

を
新
築
ま
た
は
購
入
さ
れ
た
方
に

対
し
助
成
を
行
う
。

【
雇
用
対
策
】

　

国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
ふ

る
さ
と
雇
用
再
生
事
業
の
継
続
。

【
商
業
振
興
策
】

　

空
き
店
舗
の
利
活
用
に
対
す
る

支
援
を
行
う
。

【
観
光
関
係
】

　
『
お
お
さ
き
観
光
案
内
所
』
を

中
心
に
積
極
的
な
情
報
収
集
と
情

報
発
信
、
近
隣
市
町
を
含
め
た
観

光
地
間
の
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
図
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー

ツ
合
宿
に
よ
る
交
流
人
口
の
増
加

を
図
る
た
め
の
施
策
に
町
内
の
宿

泊
施
設
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

む
。 企

画
調
整
課

税　

務　

課

【
水
道
事
業
】

　

中
長
期
的
な
財
政
収
支
を
見
極

め
な
が
ら
、
災
害
に
強
い
水
道
施

設
の
構
築
や
事
務
事
業
の
効
率
化

を
積
極
的
に
進
め
る
。
主
な
事
業

と
し
て
、
県
道
大
崎
輝
北
線
他
6

路
線
の
配
水
管
布
設
替
工
事
な
ど

を
計
画
す
る
。

【
下
水
道
事
業
】

　

現
有
施
設
の
維
持
管
理
と
使
用

料
の
確
保
に
努
め
、
財
政
の
健
全

化
を
図
る
。

水　

道　

課
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　歳入で、最も大きな割合を占めるのが、町の財
政力に応じて国から交付される地方交付税で25億
9,800万円、次にみなさまに納めていただく町税が
10億3,931万4千円となっており、この２つで歳入全
体の59.2％を占めています。
　歳出を目的別に見てみると、大きなものから順
に民生費（12億507万7千円）、衛生費（11億5,673
万4千円）、公債費（9億4,170万1千円）、農林水産
業費（6億5,768万9千円）となっています。

【歳入の種類】
■町税…町民税や固定資産税など皆様からの税金
■ 地方交付税…町の財政状況に応じて国税の一部
から交付されるお金
■ 国庫支出金…国から支出されるお金
■ 県支出金…鹿児島県から支出されるお金
■ 地方譲与税…国税の一部が交付されるもので地
方交付税とは違い、客観的基準に基づき一律に
分配されるもの
■繰入金…特別会計や基金などからの収入金
■ 分担金及び負担金…特定の事業で利益を受けた
人から徴収したお金
■町債…国や銀行からの借入金
■ 地方消費税交付金…消費税と一緒に徴収された
５％のうち１％が一定の基準により町へ交付さ
れるお金
■その他…使用料、手数料、財産収入など

大崎町のバランスシートを住民１人あたりにするとどうなる？財政分析①

　大崎町が、これまでに整備してきた道路や公共施設などの総額
は、住民１人あたりで156万8 千円あります。次いで、現金・預金な
どのすぐに使える資産が多くなっています。
　また、資産を作るために使われたお金の中で、最も大きいものは
税金などの収入ですが、町債などの借金も43％を占めています。

バランスシートとは？
民間企業で使われる財
務 指 標 の ひ と つ で あ
り、資産や負債などの
状況を総括的に表示し
たものです。

住民1人あたりの
バランスシート

平成23年度大崎町一般会計予算額
６１億３,９２５万２千円

バランスシート（一般会計）
【平成21年度決算によるものです】

平成23年度

歳入
61億3,925万2千円

資産
265億1,207万5千円
（176万5千円）

負債
94億8,791万4千円
（63万2千円）

純資産
170億2,416万1千円
（113万3千円）

（　）は住民１人あたり
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町税
10億3,931万4千円

地方交付税
25億9,800万円

国庫支出金
4億9,098万円

県支出金
6億1,733万6千円

地方譲与税
9,500万円

繰入金
4億3,780万2千円

分担金及び負担金
1億453万1千円

町債
4億4,290万円

地方消費税
1億2,000万円

その他
1億9,338万9千円

特別会計を含む予算総額は、１０４億２,１７６万４千円

借方
（固定資産や株、預金など
の資産がどれだけあるか）

貸方
（資産を手に入れるために
払ったお金と借金）

土地や建物などの固定資産 借金

平成21年度　156万8千円 平成21年度　63万2千円

平成20年度　154万9千円 平成20年度　61万7千円

出資金など すでに支払った額

平成21年度　　7万7千円 平成21年度　84万6千円

平成20年度　 11万4千円 平成20年度　85万2千円

現金・預金 支払った額のうち、国庫・都
道府県支出金で支払った額

平成21年度 　　 12万円 平成21年度　28万7千円

平成20年度 　 9万3千円 平成20年度　28万7千円



【総務課】
 ○耐震性貯水槽（防火水槽）新設工事

【企画調整課】
 ○定住住宅取得補助金

 ○危険廃屋解体撤去補助金

 ○地域づくり活動支援交付金

 ○空き店舗対策等補助金

 ○スポーツ合宿等奨励補助金

【住民環境課】
 ○滞納対策用タイヤロック購入費

 ○ 住宅用太陽光発電導入支援対

策費補助金

【保健福祉課】
 ○ 総合体育館オストメイト対応

トイレ設置工事

 ○乳がん検診委託料

【農林振興課】
 ○そば原種ほ設置委託料

 ○高育種価牛導入保留事業補助金

【教育委員会管理課】
 ○中学校統合関連事業

平成23年度
　　　の主な事業

大崎町の行政サービス費用を家計簿に例えると？

　23万円のうち、みなさんの生活に直結する水道や医療費に13
万円の費用がかかっています。

財政分析②

行政コスト計算書とは？
民間企業の損益計算書
に当たるもので１年間
の行政サービス費用を
示すものです。

家計簿にすると

行政コスト計算書
【平成21年度決算によるものです】

平成23年度

歳出
61億3,925万2千円

毎月の支出

食費（人件費） 3万円

光熱水費（物件費） ２万円

家にかかるコスト
（維持補修費＋減価償却費） 4万円

子どもへの仕送り、親の医療費など
（水道などの他会計費用）
（国保の社会給付費など）

13万円

雑費 1万円

支出合計 23万円

行政コスト
66億3,704万1千円
（34万9千円）

収入
64億5,099万6千円
（33万9千円）

差引 1億8,604万5千円
（1万円）

会計名 平成23年度 平成22年度 増減

一般会計 61億3,925万2千円 57億8,017万7千円 3億5,907万5千円

国民健康保険事業特別会計 20億8,623万円 21億5,588万円 △6,965万円

水道事業会計 2億2,914万3千円 2億3,771万5千円 △857万2千円

老人保健特別会計 0円 352万8千円 △352万8千円

公共下水道事業特別会計 2億1,759万6千円 2億1,419万7千円 339万9千円

介護保険事業特別会計 16億36万5千円 15億8,047万4千円 1,989万1千円

後期高齢者医療特別会計 1億4,917万8千円 1億5,208万2千円 △290万4千円

合　　計 104億2,176万4千円 101億2,405万3千円 2億9,771万1千円

【平成23年度大崎町一般会計及び特別会計当初予算】

特
別
会
計

　行政コスト計算書を、一般会計予算を月収23万円の家庭に例
えて、１か月の家計簿を作ってみました。

（　）は住民１人あたり
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庁舎などの維持管理や
全般的な管理事務費に
総務費 7億1,349万5千円

児童や高齢者などの
福祉に
民生費  12億507万7千円

病気の予防や衛生的な
生活環境に
衛生費  11億5,673万4千円

農林業や水産業の振興に
農林水産業費 6億5,768万9千円

商工業の振興及び観光に
商工費 8,091万円

道路・公園の整備に
土木費
4億5,438万2千円

消防・防災に
消防費
2億8,098万5千円

学校教育・社会教育に
教育費 5億1,937万3千円

借金の返済に
公債費 9億4,170万1千円

災害復旧費・予備費など
その他 1,319万円

議員報酬や議会活動に
議会費 1億1,571万6千円



　

照
日
神
社
で
は
、
五
穀
豊
穣

を
祈
願
し
て
毎
年
３
月
の
第
２

日
曜
日
に
春
祭
り
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

祭
り
の
特
色
の
ひ
と
つ
に
伝

統
芸
能
の
神
舞
が
あ
り
、
野
方

神
舞
保
存
会（
川
原
辰
雄
会
長
）

に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
13
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
た
春
祭
り
は
、
大
勢
の
人
手

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
平
成
20
年
の
祭
り

で
67
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
『
浦

安
の
舞
』
を
は
じ
め
、
８
段
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
存
会
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の

日
に
備
え
、
約
３
か
月
間
練
習

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

保
存
会
は
、
地
域
に
伝
わ
る

伝
統
芸
能
を
後
世
に
伝
え
て

い
く
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
舞
を
見
て

い
る
と
、
こ
の
活
動
が
〝
い
つ

ま
で
も
ふ
る
さ
と
で
暮
ら
し
た

い
〞
と
想
う
郷
土
愛
を
育
む

役
割
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
将
来
を
担
う

子
供
た
ち
に
、
こ
の
活
動
が

さ
ら
に
広
ま
り
、
伝
統
芸
能

や
文
化
が
継
承
さ
れ
て
い
く

と
同
時
に
、
郷
土
を
愛
す
る

心
が
育
っ
て
い
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

初
春
に
舞
う

初
春
に
舞
う

　
　
　
　

　
　
　

浦安の舞四人鬼神舞舞　上

■
伝
承
神
舞

力
強
く
躍
動
す
る
杵
舞

　

昨
年
10
月
に
は
、
都
萬
神

社
で
、
昭
和
15
年
ご
ろ
か
ら

途
絶
え
て
い
た
神
舞
が
70
年

ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。

　

川
原
会
長
は
、「
両
保
存
会

の
活
動
で
地
域
に
活
気
を
も

た
ら
し
た
い
」
と
復
活
を
喜

び
ま
し
た
。

　

皆
様
も
ぜ
ひ
伝
統
あ
る
神

舞
を
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

野
方
神
舞
保
存
会

野
方
神
舞
保
存
会
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薙刀舞 子鬼神舞弓　舞田の神舞杵　舞

【
神
舞
に
つ
い
て
】

　

照
日
神
社
の
史
料
な
ど
に
よ
る

と
、
同
神
社
は
１
６
８
８
年
（
元

禄
元
）
年
、
荒
佐
野
住
民
が
摂
津

（
大
阪
）
か
ら
移
住
す
る
に
あ
た
っ

て
、
翌
年
に
伊
勢
神
宮
か
ら
分ぶ

ん
れ
い霊

を
招
い
て
建
立
。
当
初
は
伊
勢
神

宮
と
称
し
て
い
た
が
、
１
８
７
５

年
（
明
治
８
）
年
、
平
野
の
照
日

神
社
と
合ご

う
し祀
し
て
現
在
の
名
称
と

な
っ
た
。
神
舞
は
同
町
仮
宿
の

都
萬
神
社
の
神
舞
を
受
け
継
い

だ
も
の
で
19
段
あ
る
。
初
演
は

１
８
９
３
年
（
明
治
26
）
年
２
月

５
日
と
い
わ
れ
て
い
る
。

▲野方神舞保存会の皆さん

子どもたちによる子鬼神舞
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２ 照日神社春祭り！

フ ュニ ーォ スト

　３月１３日（日）、野方の照日神社で、照日神社春

祭り（照日神社主催）が開催されました。

　照日神社は、縁結びの神として親しまれている歴

史のある神社で、約 300 年前に伊勢神宮から御分霊

を勧請したことが祭りの始まりとされています。

　特設ステージでは、地区に伝わる神舞が野方神舞

保存会により奉納され、野方保育園児による合奏や

日本舞踊などの各種演芸も披露されました。

　境内では奉納剣道大会も同時に開催され、熱戦が

繰り広げられました。また敷地内には、植木市や多

くの屋台も立ち並び春の訪れを感じさせる一日とな

りました。

２２

２

２

２

Photo news

１ 日帰り入浴客３００万人達成！
　3 月 3 日 ( 木）、あすぱる大崎は日帰り入浴客

３００万人を達成しました。

　３００万人目の入浴者となった都城市の谷口千鶴

子さん（７９歳）には、特産品詰め合わせや入浴券

などが贈られました。

　谷口さんは、「通い始めて１０年です。物産店の新

鮮な野菜や果物も楽しみのひとつです。今日は、と

てもびっくりしました。」と喜んでいました。

　同施設は、平成１０年８月にオ－プンして、
今年で１３年目を迎えます。日ごろの感謝とし
て、達成後１００人に記念のタオルを配布し、
３００万人達成を祝いました。
《入浴者の推移》
■平成１４年　３月２４日　１００万人達成
■平成１８年　５月２８日　２００万人達成
■平成２３年　３月　３日　３００万人達成

１
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５ 公民分館主催！グランドゴルフ大会 ３ 生
いのち

命の貯蓄体操技術講習会！

４ いっど！糖尿病予防教室

写 るみ 大真 崎で

　3月 13日（日）、大崎町保健センターにおいて、『生

命の貯蓄体操術技講習会および健康度測定』が開催さ

れました。

　講師に（社）生命の貯蓄体操普及会本部付指導員の

資格を持つ有満シヅ子先生を迎え、32人の参加者が

体操の講習を受け、8名が健康度測定にチャレンジし

ました。

　２月２７日（日）第１回自治公民館対抗グランド
ゴルフ大会が開催されました。
　人と人とのつながりを広げるために、開催され
たもので、各分館の予選を勝ち抜いた３１チーム
１５５名の選手は、親睦と融和を図りながら楽しく
プレーしました。
優勝　団体の部　文化通り自治公民館
　　　個人の部　上園一男さん

　1月から 2月にかけて『いっど！糖尿病予防教室』

が3回シリーズで開催されました。

　糖尿病専門医の講話や管理栄養士による食事療法

の実習、運動療法の実技講習という内容で行なわ

れました。参加者は、「食事や運動が重要と感じた」

と生活習慣を見直すことを誓いました。

３

６ ４

４

５

５

６

６

６ 花かごしま２０１１開幕！
５月２２日（日）まで開催

　３月１８日（金）、花かごしま２０１１が開幕し
ました。

　メイン・サブ会場は、１１９万株の花や緑で彩ら

れています。メイン会場の吉野公園では、町内の㈱

ストーンワークスが製作した、シラスでできた緑化

基盤材を敷き詰めた線路と花で飾られた花列車は、

会場でひときわ注目を集めています。
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▲ 美しい松林になることを願って２０００本の松
を植樹しました。

▲ 自分自身やあなたを必要とする人のためにも
　がん検診を受診に行きませんか。

九州ふるさとの森づくり
　　　　　　inくにの松原

８０２０達成！
　おめでとうございます。

　３月１９日（土）、菱田海岸において、松林の再
生に取り組む『九州ふるさとの森づくり in くにの

松原』が開催されました。

　この活動は、九州電力㈱の創立 50周年記念事業

として、平成１８年度より実施されている環境保

全の取り組みです。本町においても、今年度まで

約９０００本余りの松を提供いただき植樹してき

ました。

　この活動が、海岸背後に広がる農地や住宅地を

守るとともに、美しい松林が次世代の子どもたち

に引き継がれることを願っています。

　鹿児島県では、平成２０年３月に策定された鹿
児島県がん対策推進計画に基づき、がん検診受診

啓発を行っていますが、大隅半島においてラジオ

放送とイベントによるエリア集中啓発が行われま

した。

　その取り組みの一環として、３月１６日（水）

あすぱる大崎において『がん検診車見学会』が行

われ、車内案内、検査方法の説明が行われました。

　また、おおすみ半島コミュニティ FMを利用し、

各市町の保健師が検診日程や、がん検診受診を呼

びかけました。

がん検診車見学会　　　　
　　　　inあすぱる大崎

▲写真前列左から濱田　信男・サト子ご夫婦

　　　　　　　　上村　ノリさん

　　　　　　　　豊田　ミキさん（代理人）

タウントピックス

　3月１４日（月）、８０２０運動達成者表彰式が
行われました。

　“８０２０” は “ハチ・マル・二イ・マル” と読み、 

“８０歳になっても２０本以上自分の歯を保とう”

という運動です。２０本以上自分の歯があれば、 ほ

とんどの食物を噛みくだくことができ、 おいしく食

べられるからです。つまり、“高齢になっても２０

本以上自分の歯を保ちましょう” というのが、この

運動の目的です。

　今回、４名の方々が受賞され、記念品が手渡さ

れました。　
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▲ 来客者からは、「申告会場で思わぬ特産品を買う事が
できた」と喜ばれていました。

▲ 
中
沖
小
学
校
で
は
、
在
校
生
に
よ
る
花

の
ア
ー
チ
で
新
入
生
を
向
か
え
ま
し
た
。

自衛官募集相談員委嘱状交付
式及び自衛隊新入隊者壮行会

ご入学おめでとうございます。 自治会館ふるさと市場
　　　　特産品をＰＲ販売

■大崎町自衛官募集相談員

・岡留優さん・豊重正幸さん・領家公生さん

■平成 23 年度自衛隊新入者

・谷口聖記さん・伴野真祐さん・下村真貴子さん

・益丸咲希さん・益田英明さん・小倉直樹さん

・原正人さん

　3月１４日（月）に大崎町自衛官募集相談員の
委嘱状交付式を行いました。

　3名の方に平成 23 年度から 24 年度の自衛官募

集相談員を委嘱いたしました。

　また、大崎町自衛隊父兄会主催で新入隊者壮行

会を大崎町長をはじめ自衛隊の代表および大隅地

域事務所の方を来賓に招き開催いたしました。

　今年度は７名の方が自衛隊に入隊、入校されま

す。自衛隊の将来を担う皆さんの活躍を期待して

います。

　鹿児島県市町村自治会館において、市町村が交代で
特産品販売や観光をＰＲする『自治会館ふるさと市場』

が開催されました。

　同所で開かれている所得税の確定申告に訪れた人た

ちに各地の特産品をＰＲするのが狙いで、今年で３回

目になります。

　本町は、あすぱる物産館出荷協議会が中心となり、

３月１４日（月）～１５日（火）の２日間出店し、販

売・ＰＲを行いました。

　完売となった商品も多く、大盛況に終わりました。

　満開の桜と晴天の下、４月６日（水）に町内
の小中学校で入学式が行われました。
　期待と不安で胸を膨らませた新入生（小学校
102 名、中学校 122 名）は、在校生に温かく迎
えられました。

　大崎小学校 ４６名　　大崎中学校　　　８１名
　菱田小学校 １７名　　大崎第一中学校　２７名
　中沖小学校 ６名　　菱田中学校　　　１４名
　持留小学校 ２名
　大丸小学校 １１名
　野方小学校 20名

タウントピックス
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区　　　分 診　療　年　月
国民健康保険

一　　般　　分 退　職　者　分 合　　　　　計

被保険者数
平成 22 年 11 月 4,875 人 266 人 5,141 人
平成 21 年 11 月 5,185 人 188 人 5,373 人

医療費総額
平成 22 年 11 月 127,448,791 円 8,802,701 円 136,251,492 円
平成 21 年 11 月 138,437,905 円 4,780,048 円 143,217,953 円

一 人 当 た り
医 療 費

平成 22 年 11 月 26,143 円 33,093 円 26,503 円
平成 21 年 11 月 26,700 円 25,426 円 26,655 円

平成２2年度   　

4 月から仮徴収が始まります。

有効期限表示のある介護保険被保険者証をお持ちの方へ

大崎町の介護保険事業の報告

大崎町の医療費
保健福祉課　国民健康保険係　☎ 476-1111（135）

みんなで支える介護保険　No100
保健福祉課　介護保険係　☎ 476-1111（136）

◆　介護保険料の仮徴収

　大崎町では、６５歳以上の方の介護保険料は、年額を６回に分けて納めていただいております。納期（納
めていただく時期）は４月・６月・８月を仮徴収期間、前年中の所得が確定して保険料が決まった後に、
１０月・１２月・２月を本徴収期間として納期を設けています。

　平成 17 年 9月以前に発行された介護保険被保険者証は、第一面に有効期限欄がありましたが、介護保
険法の改正により、平成 17 年 10 月 1日以降に発行されている被保険者証の有効期限は廃止されており、
介護認定を受けている場合や再交付を受けている場合は、有効期限のない新しい被保険者証が交付され
ています。

　それより前に交付された被保険者証は、有効期限が『平成 18 年 3 月 31 日』と記載されていますが、
経過措置により期限を経過してもそのまま利用することができますので、現在お持ちの方は大切に保管
していただきますようお願いします。
　なお、要介護認定を受けている場合、要介護認定には有効期間があります。これについては、被保険
者証の第二面に記載されています。有効期間を経過すると介護サービスが受けられません。期限の 60 日
前から認定の更新申請ができますので、介護サービスを受ける方は役場介護保険係の窓口で更新の手続
きを行ってください。

介護保険事業の実績についての報告（利用者の１割負担を除いた大崎町の支払い分）

第1号被保険者（６５歳以上の人） ４，７３１人 平成２３年１月末日
現在要介護（支援）認定者 　　８３６人

給
付
実
績

在宅介護サービス費  ３３，９８２，１５５円

平成２２年１２月の
給付実績

施設介護サービス費  ５０，１８９，９３３円
その他（介護予防サービス費も含む）  ２４，６１３，３９６円

介護サービス費　　　合計 １０８，７８５，４８４円

４月
（第1期）

６月
（第２期）

８月
（第３期）

１０月
（第４期）

１２月
（第５期）

２月
（第６期）

仮徴収期間 本徴収期間

前年度２月に徴収した金額と
同程度の額をそれぞれ徴収

『年間保険料－仮徴収合計額』を
３回に分けて徴収

まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

問

問

介護介護

国保国保
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『基本チェックリスト』で今の生活機能の状態を確認しましょう。【高齢者福祉係】

予防接種についてのお知らせ　【健康増進係】

　4月の初めに『基本チェックリスト』を郵送しています。記入して同封の返信用封筒で返送してください。
 □対象者
  　65 歳以上（平成 23 年 4月 1日現在）で介護保険の認定を受けていない人
 □基本チェックリストとは？
   　高齢になると、日常生活に必要な生活機能の低下が心配されます。基本チェックリストは『は

い』『いいえ』で答える簡単な形式ですが生活機能の低下を早期に把握するための質問票です。
 □記入したあとは？
   　返信用封筒で返信された基本チェックリストを確認し、国で定めるチェック数にあてはまる

人に対しては、町で行う介護予防教室を紹介し、弱ってきている機能の向上維持を指導してい
きます。

 平成 22年度の結果について
  調査期間　7月 1日から 8月 31 日
   対象者数　 3,039 人（7月 1日現在で介護保険の認定を受けてない人のうち特定健診時に実施済

みのかたを除く。）
  調査方法　郵送配布・郵送回収
  調査のまとめ　3,039 人に発送し 2,223 人（73％）から返送いただきました。

　今年度から、予防接種法に基づいて行なう定期予防接種の一部について、実施方法が下記のとおり変
更となります。また、新たに開始いたします任意接種につきましても、下記のとおりとなりますのでお
知らせいたします。

　これまで保健センターで、集団接種方式で
行なっておりました予防接種のうち、乳幼児
を対象とする下記の予防接種については、医
療機関でそれぞれ個別に接種していただく方
式に変更となります。

〔留意事項〕
※ 小学生以上を対象とした予防接種は、これまでと同様に春休みや夏休み
の期間を利用して、保健センターでの集団接種で実施いたします。
※ 上記予防接種の開始時期及び接種が可能な医療機関などにつきまして
は、それぞれ対象となる方に個別にお知らせします。

　下記の任意予防接種ワクチンを接種された
方につきましては、接種料金の全額を公費助
成いたします。なお、接種方式は、それぞれ
個別に医療機関で接種していただくことにな
ります。

予防接種名 対象者
ＢＣＧ ６か月未満

三種混合予防接種 ９０か月まで
日本脳炎予防接種 今年３歳になる方
ＭＲ予防接種１期 １歳～２歳誕生前日

予防接種名 対象者
ヒブ（Ｈｉｂ）ワクチン 生後２か月～５歳未満
小児用肺炎球菌ワクチン 生後２か月～５歳未満
子宮頸がん予防ワクチン 中学１年生～高校１年生の女子

（１）定期予防接種 （２）任意予防接種

保健福祉課からのお知らせ
保健福祉課　☎ 476-1111　健康増進係（132）　高齢者福祉係（143）

判定結果 該当者数(人) 構成比(％)
一般高齢者 1,418 63.7

二次予防事業対象者
（特定高齢者候補者）

805　※機能低下別は重複有

36.3
機
能
低
下
別

運動機能低下 655
栄養改善 43
口腔機能低下 320

合　　　計 2,223 100

ホットライン

問保健保健
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チャイルドシートの貸し出しについて
保健福祉課　児童係　476-1111（145・146）問

まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

子育て子育て
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平成23年度から、チャイルドシートの無料貸出を行います。
貸出台数　　１０台

貸付対象者　　次の要件に全て該当する者

 １.町内に住所を有する者

 ２.現に普通自動車を運転することができる免許を受けていること。

 ３. チャイルドシートを装着できる自動車を使用する者であること。

対象乳児　　新生児から４歳まで、体重１８キログラム未満の幼児

初年度申込期間　　平成２３年４月１５日（金）から平成２３年４月２８日（木）

初年度貸出決定予定日　　平成２３年５月９日（月）頃

貸出期間

  　貸し出しの期間は、原則として１年間です。（貸出期間を超えて使用することはできません。）

幼児が４歳を超えている場合は貸出できません。４歳まで貸出を受けたい場合でも、毎年申請する

必要が有ります。

優先順位

 １. 身体障害者手帳、療育手帳及び精神保健手帳の交付を受けている在宅の障害者（児）のいる世帯

 ２.ひとり親の世帯

 ３.18歳未満の扶養対象児童（出産予定１か月前以内の胎児を含む。）が３人以上いる世帯

 ４.児童の保護者のいずれもが、前年度分の町県民税が非課税である世帯

 ５.チャイルドシートの使用対象者の月齢が小さい世帯

 ６.町税等を滞納していない者

申請に必要なもの

 １.母子手帳または健康保険証（幼児分）

 ２.申請する人の自動車の運転免許証(写し)

 ３.チャイルドシートを取り付ける自動車の車検証(写し)

 ４.申請する人の印鑑

 ※ 上記１から４全て必要です。申請場所は、保健福祉課児童係です。

注意事項

 住所等が変わったら・・・

 　 大崎町外へ転出された場合は、利用期間内であっても速やかに返却してください。

返却時のお願い

  　チャイルドシートの貸し出しは無料ですが、返却の際はクリーニング店に出したものを返却願い

ます。なお、クリーニング代は使用者の負担になります。

  　チャイルドシートは本体からカバーが外せる様になっています。カバーを外し、肩ベルトおよび

肩ベルトカバーも忘れずにクリーニングをお願いします。

 ※貸し出し場所及び返却場所は、保健福祉課児童係です。



全国瞬時警報システムについて
総務課　消防交通係　☎ 476-1111（214）

警報が出たら？
・テレビやラジオをつけて下さい。

・地震の場合は、周囲の状況に応じて、あわてず、まず身の安全を確保して下さい。

・指示に従い、屋内へ避難、近隣の避難所施設などへの避難をして下さい。

・避難先、避難方法、携行品や戸締まりの確認をして下さい。

問

ホットライン

防災防災
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　　全国瞬時警報システム（J－ALERT）が運用開始されました。
　全国瞬時警報システムとは津波警報や緊急地震速報、弾道ミサイル情報といった対処に時間的余裕が
ない事態が発生した場合に、人工衛星を用いて消防庁が情報を送信し、防災行政無線を自動起動し住民

の方へ瞬時に伝達するシステムです。このシステムにより下記の事態が発生した場合、24時間いつでも

防災行政無線が作動することになります。

（有事情報に関する情報）
・弾道ミサイル情報　　　　　　

・航空攻撃情報　　　　　　　　　

・ゲリラ・特殊部隊攻撃情報

（自然災害に関する情報）
・津波警報（オオツナミ・ツナミ）

・緊急地震速報

・噴火警報など



危険廃屋解体撤去補助事業について
■問い合わせ　企画調整課　企画政策係　476-1111（222）

行政の悩みについて行政相談委員に相談してみませんか
総務課　行政係　476-1111（212）問

まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

行政行政

企画企画
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　町民の安全・安心な住環境及び景観の向上を図るため、危険廃屋の解体・撤去に係る経費の一部を補

助します。

危険廃屋解体撤去補助事業
【平成26年3月31日までの期間限定】

【補助の要件】
 ・ 解体撤去費用が３０万円以上になる工事

 ・ 屋根・柱などの主要構造物が朽
く

ちるなどにより、使用することが不能である建物

 ・ 他の公共事業などの補償対象となっていないこと

 ・ 町内の解体撤去業者を利用すること

 ・ 町税などに滞納がないこと

【補助金額】
 ・ 補助対象経費の３分の１で上限は３０万円

【補助対象経費】
 ・ 住宅、住宅に付随する倉庫及び車庫、店舗併用住宅の解体撤去費用

【補助対象とならない経費】
 ・ 家財道具、機械、地下埋設物などの処分費用

【補助金の交付手続き】
  　補助金の交付を受けようとする方は、工事着手前に事前審査申請書に関係書類を添えて、役場企

画調整課に提出することになっています。

 ※補助金の交付手続きなどの詳しい内容につきましては、問い合わせ先までご連絡ください。

　平成２３年４月１日付で　小林一郎さんが、行政相談員（総務大臣委嘱）に委嘱されました。
　行政相談員は、主に「国の役所の仕事についての苦情や意見・要望があるが、どこに相談してよいか
わからない」といった相談を受けて、中立・公正な立場からその処理を図っています。
　たとえば、道路、登記、税金、郵便、労働などの問題でお困りの方は、お気軽にご相談ください。
　なお、相談は、無料で秘密は固く守られます。
　相談日は、毎月第４水曜日、午前９時30分から午後３時30分まで、大崎町老人福祉センターで行って
います。

行政相談員
氏名：小林一郎
住所：大崎町仮宿1820-4
電話：476-0531

期　　　　日 時　　　　　　間 場　　　　　　　所

５月１８日（水） ９：３０～１５：３０ 大崎町老人福祉センター

５月２５日（水） ９：３０～１５：３０ 大崎町老人福祉センター

春の行政相談日



定住住宅取得補助事業について
企画調整課　企画政策係　476-1111（222）問

ホットライン

企画企画
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本気でマイホームをお考えの方に朗報です！
定住住宅取得補助事業【平成28年3月31日までの期間限定】

　大崎町では、定住促進対策として下記の要件に該当する方に定住住宅取得補助金として最高１００万

円を補助します。

【補助対象者】
 ①転入者の場合
 　 　平成２３年４月１日から平成２８年３月３１日までの間に転入した方。ただし、世帯責任者の

年齢は６５歳未満とします。

 ②町内居住者の場合
 　　町内居住者で義務教育終了前の子を扶養している方

【補助の要件】
 ・平成23年４月1日以降に町内に住宅を新築または購入（中古住宅を含む）すること

 ※新築または購入の場合も、登記を済ませることが必要です。

 ・新築または購入した住宅に引き続き５年以上定住すること

 ・居住地の自治公民館に加入すること

 ・町税などに滞納がないこと

 ※建て替えとみなされる場合は対象となりません。

【補助金額】（転入者と町内居住者では補助限度額が異なります）
  　土地の取得経費と住宅の取得経費の総額の５分の１を補助します。ただし、補助限度額は下記の

とおりです。

 ①転入者の場合（最高１００万円）
 　・補助基本額　　　　　　　　　　　　　１世帯につき　　　　　２０万円

 　・転入者加算金　　　　　　　　　　　　１世帯につき　　　　　３０万円

 　・子育て世帯加算金　義務教育終了前の子が１人の世帯　　　　　１０万円

　　　　　　　　　　　義務教育終了前の子が２人以上の世帯　　　　　２０万円

 　・地域活性化加算金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０万円

 　※ 下記の地区（持留・釜ヶ宇都・水之谷）に住宅を取得した場合は、地域活性化加算金が補助さ

れます。

 　　　持 留 地 区…横内、黒石、上・中・下・西持留、大佐土原、下原、永吉集落

 　　　釜ヶ宇都地区…桜野、釜ヶ宇都、篠段、池段集落

 　　　水之谷地区…若松、上・中・下・東水之谷、籠谷、東川、上別府、馬場下集落

 ②町内居住者の場合（最高５０万円）
 　・補助基本額　　　　　　　　　　　　　１世帯につき　　　　　２０万円

 　・地域活性化加算金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０万円

【補助金交付申請】
  　補助金の交付を受けようとする方は、補助金交付申請書に関係書類を添えて、住宅を新築または

購入の日（登記完了後）から１年以内に役場企画調整課に提出することになっています。

 ※補助金の申請手続きなどの詳しい内容につきましては、問い合わせ先までご連絡ください。



観光名刺台紙を無料配布します。
企画調整課　広報統計係　☎ 476-1111（223）

　企画調整課では、大崎町の観光地、四季と魅力を題

材とした名刺台紙の無料配布を行います。

　観光名刺台紙は、広く町民の皆様に利用してもらう

ことで、大崎町の魅力を宣伝し、観光客などへの誘致

促進を図ることを目的としています。

　ぜひご活用ください。 

■配布場所　役場企画調整課

■配  布  日　月曜日～金曜日　8:30～17:15

空き店舗対策補助事業について
企画調整課　商工観光係　476-1111（221）問

問

まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

商工商工

広報広報
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　町内の商業活性化を図るため、空き店舗を利用して事業を始めようとする事業者などに対し、開業に
係る経費（店舗改修費など）の一部を助成します。
　なお空き店舗とは、商業活動が３か月以上利用されていない店舗（商業または事務所の用に供してい
たもの）のことをいいます。

【補助対象者】
 ○個人又は法人（中小企業）、その他の団体
【補助の要件】
 ○小売店、飲食店、サービス業（風営法に規定するものを除く。）
 （飲食店、サービス業の一部で、対象にならない業種があります。）
 ○店舗の入口が道路、または歩道に接していて、かつ、店舗の１階で行う事業
 ○概ね午前10時から午後6時まで営業し、かつ、直接客が店舗に来ること
 ○ コミュニティ施設（展示場、休憩所などで特に活性化に寄与するもののうち、商工会、その他任

意の団体が行うものに限る。）
 ○次のいずれにも該当しないこと
 　・町内の店舗から他の店舗に移転したことにより、移転前の店舗を空き店舗とした事業者
 　・町税などの滞納をしている事業者
 　・その他町長が不適当と認める事業を行おうとする事業者
【補助対象経費】
 ・ 店舗の改修に要する費用で、改修費の総額が１件20万円以上であること
 ・ 店舗の賃借料
【補助金額】
 店舗改修費用
 ・ 補助金の上限は50万円
 店舗賃借料
 ・ 月額賃借料の２分の１で、１店舗につき１年を限度。上限は30万円
【補助金の交付手続き】
  　補助金の交付を受けようとする方は、事前に相談のうえ申請書に関係書類を添えて、役場企画調

整課に提出することになっています。
 ※補助金の交付手続き等の詳しい内容につきましては、問い合わせ先までご連絡ください。



浄化槽管理者 ( 所有者 ) には、浄化槽の使用にあたり、保守点検、清掃、法定検査の
３つの義務があります。

（法定検査について）

　浄化槽法では、適正な使用、保守点検、清掃が行われているか、また、きれいな水が放流されて

いるかを確認する法定検査が義務づけられています。

　検査は、知事が指定した検査機関である（財）鹿児島県環境検査センターの検査員が事前にハガ

キで通知した検査日にお伺いし、現場での検査と浄化槽の放流水を持ち帰って水質検査を行います。

（契約している保守点検業者が行う保守点検とは別のものです。）

　これまで 11 人槽以上と官公署の浄化槽が検査対象となっていました。平成１７年度から５～１０

人槽の家庭用浄化槽も検査の対象とし、今年度においても、昨年度に設置した浄化槽とこれまで法

定検査を受けていない浄化槽について順次検査を行うこととしています。

　つきましては、検査の趣旨をご理解の上、受検していただきますようお願いします。

保守点検…機器の点検・調整・害虫の駆除や消毒薬の補充などを行います。
法定検査… 設置工事や保守点検を含めた維持管理が適正に行われ、浄化槽が正常に機能しているかを検

査しています。

●合併処理浄化槽の補助金制度について
　公共下水道を使える区域外を対象に、合併処理浄化槽の普
及促進に努めています。
　この合併処理浄化槽は、個人設置による家庭排水の処理施
設です。設置される場合は、その費用の一部を補助する制度（右
表）がありますのでご活用ください。
　詳しくは、水道課下水道係へお問い合わせください。

人槽区分 補助額
５人槽 ３３２，０００円
６～７人槽 ４１４，０００円
８～10人槽 ５４８，０００円
既設の単独処理浄化槽を撤去して浄化槽を設置する
場合、上記補助額に９０，０００円を限度として加
算することができます。

※ 下水道を使える区域外で自宅を新築される方は、合併処理浄化槽設置届を早めに申請下さるようお願
します。

（財）鹿児島県環境検査センター TEL099-223-3185
県大隅地域振興局衛生・環境課 TEL0994-52-2112
鹿児島県土木部生活排水対策室 TEL099-286-3685
大崎町水道課　下水道係 TEL099-476-1111 内線 245,246

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽

定期検査
（５～１０人層）

４，０００円 ６，０００円

浄化槽の法定検査受検のお願い！
～よりよい水環境を守るために～

浄化槽の法定検査受検のお願い
水道課　下水道係　476-1111（245）問

ホットライン

水道水道
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農業振興センターからのお知らせ
農業振興センター　476-1111（畜産係 164）（林務水産係 165）

４月から高育種価牛導入保留事業が始まります。【畜産係】

松くい虫の航空防除の実施について【林務水産係】

平成２３年３月分　子牛セリ市成績表（町内分）【畜産係】

　曽於中央家畜市場において、生後４か月齢以上 30 ヶ月未満の肉用育成雌牛を繁殖用の目的で、３年
以上飼養することを条件に、導入又は保留した町内に住所を有する飼養者に対し補助金を 50,000 円交付
します。
　本事業の対象とする牛は、子牛せり市（妊娠牛せり市）時点での期待育種価が本町の基準とする能力
以上の産子を対象とします。
　基準値については、枝肉重量の形質が『Ａ』以上、脂肪交雑の形質が『Ｈ』以上とします。
　子牛せり市での自家保留牛は評価額 250,000 円以上、導入牛においては、せり上げ価格 300,000 円以上、
妊娠牛の導入は初妊牛とし、せり上げ価格 500,000 円以上の牛を対象とします。
（例：子牛せり市名簿より）

　くにの松原の松くい虫航空防除を下記の日程で実施します。散布当日は午前中、松林内への進入はご
遠慮ください。なお、当日が雨天の場合は、翌日に順延となります。

○日時　５月１７日（火）　午前５時から午前１０時まで
　※国有林内の松林については、１回目の散布から約３週間後に２回目の散布を実施する予定です。

４月の子牛セリ市は、４月２５日（月）から４月２８日（木）までの 4日間です。

※必ず、枝重『Ａ』、サシ『Ｈ』であること。
※淘汰事業で知られていた繁殖雌牛更新対策事業は廃止となりました。

入場番号

名　　　号

補助金対象と
なるか？

期待育種価

母 
期 
待

枝
　
重

ロ
ー

ス
芯

皮
下
脂
肪

サ
　
　
シ

701 第18たかこ
Ａ  －  －  Ｈ ○

702 くろゆり
Ｂ  Ａ  Ａ  Ｈ ×

703 もろじろう
Ａ  Ａ  Ａ  Ａ ×

最高価格（　血　統　） 平均価格 前月比

雌 ７９３，０００円（安福久×平茂勝×神高福） ３７９，３０９円 ＋１９，２０２円

去勢 ５８１，０００円（鉄平×安福久×平茂勝） ４５４，７４１円 －６４６円

全体 ※ 価格はセリ価格（消費税抜き）です。 ４１９，０９４円 ＋５，５３９円

問

まちからのお知らせ、生活に関する制度について ホットライン

農政農政
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１　監査の対象
 （１）財務に関する事務の執行
 （２）経営に係る事業の管理
 （３）備品の管理状況

２　実施日程
  　平成２３年１月１３日から２月２８日まで、町長部局、議会、教育委員会、農業委員会、選挙管
理委員会について実施した。

３　監査結果及び意見
 （１）財務に関する事務の執行について
   　平成２２年度の事務事業が、経済的、効率的に実施されているかを主眼とし、法令及び条例

等の定めに従って事務処理がなされているかを監査した。
   　監査の結果、各会計とも予算の効率的執行により計画された事務事業については、所期の目

的を達成しており、健全な財政運営がなされていると認められる。
   　工事請負費については、抽出により現場監査を実施したが、設計書に基づき適正な工事執行

がなされていると認められた。

 （２）経営に係る事業の管理について
  　水道事業の経営については、健全経営がなされていると認められる。
   　今後も、なお一層の経営合理化を図りながら、事業の使命である安全かつ安い水の安定供給

に最善の企業努力をされたい。

 （３）備品の管理状況について
   　平成２１年度に購入の備品について、現物確認と管理利用状況を監査した結果、全般的によ

く管理運用がなされていたが、学校関係の備品購入で、図書備品購入費で教材備品に当たる図
書を購入するなど目的外の購入が一部見受けられた。備品は町の財産でもあるので、現物を常
に把握し、有効利用すると共に不用な物は廃棄処理を行うなど適正な管理に努められたい。

 （４）その他
   　事務処理において、伝票や契約書等の書類で不備が見受けられたものについては、その都度

指摘した。指摘された事項については、厳重に注意を払い、同じ過ちを繰り返すことのないよ
う留意されたい。

平成２３年３月１０日　　　　　

大崎町監査委員　四　本　庸　一
同　　　　後　迫　哲　矢

　地方自治法第１９９条第１項及び第４項並びに大崎町監査委員条例第４条の規定に基づき、
平成２２年度会計に係る定例監査を実施したので、その結果を同法１９９条第９項並びに同条
例第８条の規定により、次のとおり報告し公表します。

平成２２年度定例監査結果の報告及び公表について
大崎町監査委員室　476-1111（333）問

ホットライン

監査監査
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平成２２年度定例監査結果の報告及び公表



し
た
。
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
統
合
、
統
一
、
融
合
、

一
体
化
、
集
積
な
ど
の
意
味
を

持
つ
も
の
。

　

現
在
で
は
豊
か
な
大
自
然
と

清
浄
な
環
境
に
恵
ま
れ
た
南
九

州
の
地
に
、
総
面
積
４
５
０
万

平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
広
大
な

敷
地
を
擁よ

う

し
、
生
産
・
処
理
・

加
工
・
販
売
ま
で
の
一
貫
体
制

を
構
築
し
、
更
な
る
展
開
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

チ
キ
ン
事
業
の
垂
水
工
場
で

は
昭
和
63
年
に
『
日
本
ケ
ン

タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
社

の
認
定
工
場
第
一
号
』
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
工
場
を
含
む
処
理

設
備
全
般
が
Ｋ
Ｆ
Ｃ
社
の
設
定

会 社 概 要

し
た
厳
し
い
衛
生
基
準
を
全
国

ト
ッ
プ
で
達
成
し
た
こ
と
、
同

社
の
創
業
以
来
、
質
量
共
に
安

定
し
た
製
品
供
給
を
続
け
て
き

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で

す
。

　

現
在
、
チ
キ
ン
事
業
に
お
け

る
年
間
生
産
処
理
羽
数
は
３
，

５
０
０
万
羽
を
超
え
お
り
、
全

国
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
フ
ラ
イ
ド

チ
キ
ン
原
料
の
35
％
を
供
給
す

る
に
至
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
伊
佐
市
の
養
豚
事
業

で
は
常
時
飼
育
頭
数
10
万
頭
と

国
内
ト
ッ
プ
規
模
の
生
産
設
備

を
有
し
、
年
間
出
荷
頭
数
に
お

い
て
も
17
万
頭
を
越
え
る
規
模

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

松
長
哲
朗
代
表
取
締
役
は
、

「
豊
か
な
自
然
の
中
で
育
む
チ

キ
ン
事
業
と
養
豚
事
業
を
核

に
、
循
環
型
農
業
を
行
う
ア
グ

リ
事
業
や
、
医
療
用
実
験
動
物

の
ミ
ニ
豚
事
業
に
も
取
り
組

み
、『
食
』『
農
』『
知
』
の
多

分
野
で
『
健
康
』
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
事
業
展
開
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
さ
ら
に
、
産
学
官
民
や

異
業
種
と
の
交
流
を
積
極
的
に

展
開
し
、
次
な
る
時
代
の
価
値

観
に
先
ん
じ
て
多
分
野
の
事
業

を
創
出
す
る
企
業
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。」
と
ご
挨
拶
い
た

だ
き
ま
し
た
。

会
社
訪
問

人
に
健
康
で
地
球
に
健
康
な
企
業
で
あ
り
た
い

大
崎
も
の
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
振
興
会
員

突撃

▲本社横に併設される直売所 J-SHOP

▲ 株式会社ジャパンファーム松長哲朗
代表取締役社長

▲チキン垂水肥育農場（垂水市）

▲チキン大崎工場 ▲養豚場全景（伊佐市）

事業内容　チキンの生産から処理加工
　　　　　までの一貫生産および加工
　　　　　食品の開発・製造・販売
　　　　　養豚の一貫生産など
設　　立　昭和４４年７月２２日
代  表  者　代表取締役　松長哲朗
従業員数　1100 名

株式会社ジャパンファーム
　

本
町
益
丸
で
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー

生
産
、
処
理
加
工
、
販
売
を
中

心
に
営
む
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ー
ム

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
昭
和
44
年
７
月
22

日
に
、
国
産
の
良
質
な
食
肉
の

安
定
供
給
を
目
指
し
て
、
筆
頭

株
主
で
あ
る
三
菱
商
事
を
中
心

に
飼
料
メ
ー
カ
ー
の
日
本
農
産

工
業
・
日
清
丸
紅
飼
料
、
さ
ら

に
食
品
メ
ー
カ
ー
の
日
本
ハ
ム

の
４
社
に
よ
り
設
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ー
ム
が
生

産
・
処
理
・
加
工
の
部
門
を
担

い
、
関
連
各
社
の
機
能
を
垂
直

に
統
合
し
た
も
の
で
、
そ
の
企

業
コ
ン
セ
プ
ト
は
『
畜
産
イ
ン

テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
』
の
実
現
で
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天
文
６
年
（
１
５
３
７
年
）、
志

布
志
城
に
お
い
て
行
わ
れ
た
会
合

の
席
に
、
若
い
武
将
が
い
た
。
肝

付
家
第
十
六
代
当
主　

肝き
も
つ
き
か
ね

付
兼
続つ
ぐ

で
あ
る
。

　

兼
続
は
永
正
８
年
（
１
５
１
１

年
）
に
肝き
も
つ
き
か
ね
お
き

付
兼
興
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
天
文
２
年
（
１
５
３
３

年
）
に
父
兼
興
が
死
去
す
る
と
、

叔
父
の
肝
付
兼
執
と
家
督
を
廻
っ

て
対
立
。
兼
執
を
滅
ぼ
し
、
当
主

の
座
に
就
い
た
。
二
十
二
歳
の
時

で
あ
る
。

　

志
布
志
城
で
の
会
合
に
お
け
る
、

日
隅
地
域
（
日
向
諸
県
地
域
・
大

隅
地
域
）
の
諸
豪
族
の
連
合
に
よ

る
薩
州
島
津
家
当
主
の
島し
ま
づ
さ
ね
ひ
さ

津
実
久

派
一
大
勢
力
の
構
築
は
、
志
布
志

城
主
の
新に
い
ろ
し

納
氏
の
反
対
に
よ
っ
て

実
ら
ず
、
そ
の
た
め
新
納
氏
は
周

囲
の
豪
族
の
攻
撃
に
よ
っ
て
没
落

す
る
結
果
を
招
い
た
。

　

肝
付
兼
続
も
こ
の
時
、
新
納
氏

の
粛
清
に
加
担
し
た
わ
け
で
あ
り
、

歴
史
を
歩
く
⑳

『
戦
国
時
代
の
群
像

　

〜
第
五
話　

新に
い
ろ
し

納
氏
と
豊ぶ

し
ゅ
う州

島
津
氏
と
の
対
立
〜
』

す
な
わ
ち
島し
ま
づ
た
だ
よ
し

津
忠
良
、
貴た
か
ひ
さ久
親
子
と

対
立
し
て
い
た
島
津
実
久
を
支
持
す

る
立
場
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
兼
続
が
島

津
実
久
を
支
持
し
た
こ
と
に
つ
い
て

は
、
か
な
り
不
可
解
な
点
が
あ
る
。

　

そ
の
ま
ず
一
点
目
は
、
飫
肥
と
櫛

間
を
領
し
て
い
た
豊
州
島
津
氏
と
肝

付
氏
の
関
係
で
あ
る
。
肝
付
兼
続
の

父
兼
興
と
、
櫛
間
城
主 

島し
ま
づ
た
だ
と
も

津
忠
朝

は
永
正
17
年
（
１
５
２
０
年
）
以
降
、

対
立
を
深
め
、
争
い
を
起
こ
し
て
い

る
。
志
布
志
城
で
の
会
合
の
時
、
肝

付
家
に
と
っ
て
、
島
津
忠
朝
は
事
実

上
敵
方
の
立
場
に
あ
る
。
た
だ
し
、

兼
続
の
母
は
島
津
忠
朝
の
姪
で
も
あ

る
。

　

二
点
目
は
、
志
布
志
城
主 

新
納

氏
と
肝
付
氏
の
関
係
で
あ
る
。
か
つ

て
、
島
津
本
家
第
十
一
代
当
主
で
あ

る
島
津
忠
昌
を
自
殺
に
ま
で
追
い

や
っ
た
新
納
氏
と
肝
付
氏
は
40
年
以

上
、
凡
そ
３
代
に
亘
っ
て
共
に
連
携

し
、
島
津
忠
朝
と
対
抗
し
て
き
た
間

柄
で
あ
る
。

　

三
点
目
は
、
島
津
忠
良
・
貴
久
親

子
と
肝
付
兼
続
の
関
係
で
あ
る
。
兼

続
の
正
室
阿お
な
み南
は
、
実
は
島
津
忠

良
の
娘
で
あ
り
、
貴
久
の
姉
で
あ

る
。
肝
付
家
と
島
津
家
の
関
係
を
重

視
し
た
政
略
結
婚
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
結
婚
し
た
の
は
、
兼
続

が
十
七
歳
の
時
と
言
わ
れ
て
い
る
の

で
、
１
５
２
８
年
頃
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
頃
は
、
島
津
貴
久
が
島

津
実
久
に
よ
っ
て
、
守
護
職
を
追
わ

れ
、
再
起
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
時

期
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
の
３
つ
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
も
う
一
度
志
布
志
城
会
合

を
振
り
返
る
と
、
肝
付
兼
続
が
、
祖

父
の
代
か
ら
共
に
協
力
し
合
っ
て
き

た
新
納
氏
で
は
な
く
、
む
し
ろ
敵
対

し
て
き
た
島
津
忠
朝
と
組
む
こ
と

も
、
島
津
忠
良
・
貴
久
で
は
な
く
、

島
津
実
久
を
支
持
し
た
こ
と
も
、
理

解
し
か
ね
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
島
津

忠
良
・
貴
久
方
に
付
く
の
が
筋
で
は

な
い
か
と
考
え
て
し
ま
う
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
筆
者
と
し

て
は
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
く

て
、
と
り
あ
え
ず
周
辺
に
あ
る
文
献

や
資
料
な
ど
を
、
時
間
の
合
間
に
調

べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
未
だ
こ
の

こ
と
に
関
し
て
、
何
ら
か
の
ヒ
ン
ト

す
ら
見
出
せ
ず
に
い
る
。
こ
の
こ
と

で
二
ヶ
月
間
、
執
筆
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
兼
続
は
新
納
氏
降
伏
後
も

不
可
解
な
行
動
を
重
ね
る
。

　

新
納
氏
の
領
土
は
、
島
津
忠
朝
、

都
城
領
主　

北ほ
ん
ご
う
た
だ
ま
さ

郷
忠
相
、
肝
付
兼
続

で
三
分
割
さ
れ
、
救
仁
郷
の
地
は
肝

付
兼
続
の
領
土
と
な
っ
た
。
し
か

し
、『
西
藩
野
史
』
に
は
、
天
文
８

年
（
１
５
３
９
年
）
３
月
29
日
に
大

崎
が
貴
久
の
所
領
と
な
っ
た
旨
が
書

か
れ
て
い
る
。
３
月
29
日
は
志
布
志

城
包
囲
攻
撃
の
前
と
な
る
の
で
、
時

期
的
に
新
納
領
分
割
以
前
と
な
る
。

文
献
資
料
に
は
時
期
の
差
異
が
生
じ

る
こ
と
は
し
ば
し
ば
な
の
で
、
今
回

は
あ
え
て
時
機
の
違
い
に
は
深
く
触

れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
肝
付

兼
続
の
領
地
に
な
っ
た
の
か
、
あ
る

い
は
兼
続
の
領
地
に
な
る
予
定
の
大

崎
の
地
が
、
こ
の
頃
、
島
津
貴
久
の

所
領
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う

に
、
間
も
な
く
肝
付
兼
続
は
、
島
津

忠
良
・
貴
久
を
支
持
す
る
動
き
を
見

せ
る
よ
う
に
な
り
、新
納
氏
と
同
様
、

周
囲
の
豪
族
と
対
立
す
る
こ
と
と
な

る
。

　

こ
の
よ
う
に
歴
史
の
舞
台
に
出
現

し
た
若
き
武
将 

肝
付
兼
続
は
、
こ

の
後
に
大
隅
半
島
を
舞
台
に
、
壮
絶

な
ド
ラ
マ
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

（
大
崎
町
教
育
委
員
会 

内
村
憲
和
）

『
戦
国
時
代
の
群
像

『
戦
国
時
代
の
群
像

〜
第
七
話　

肝
付
兼
続
の
出
現
』

〜
第
七
話　

肝
付
兼
続
の
出
現
』

歴
史
を
歩
く

歴
史
を
歩
く
㉒㉒
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▲肝付氏の家系図

国
兼

兼
連

兼
光
（
大
崎
城
主
）

兼
清

兼
固

兼
幸

（
『
国
史
大
辞
典
』
及
び
『
高
山
郷
土
誌
』
系
図
参
照
）

（
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
阿
多
に
移
封
、
関
ヶ
原
で
戦
死
）
兼
康

良
兼

兼
亮

兼
護
（
兼
道
）

兼
演

兼
盛

兼
久

兼
興

兼
親

兼
洪

兼
続

（
阿
南
・
島
津
忠
良
女
、
娶
る
）

女
（
入
来
院
重
続
妻
）

女
（
島
津
貴
久
初
室
）

女
（
禰
寝
重
良
妻
）

13

14

15

16
代
当
主



みんな原石宝石になる世代 !!

▲受賞報告に役場を訪れた岩元君とご家族

▲鹿児島県美育協会賞の作品
 　『怒りと微笑み』　怒りを表現した面

生年月日　　昭和６３年５月２３日
職　　場　　しんどう歯科
趣　　味　　買い物、DVD鑑賞
好きな歌手　VAMPS、HY

　しんどう歯科で働き始めて間もないですが、患者

様とのコミュニケーションを大切にし、信頼される

歯科衛生士になれる様に頑張りたいと思います。

　明るいスタッフでお待ちしていますので、歯につ

いてのお悩みがありましたら、ご相談ください。

　皆様も歯から健康を目指しましょう！！

宮本あかねさん
２１歳

櫛
くしげ か な み

下奏美さん ２２歳

飛 20び 代出
せ

き
ば ど！ち っょっ

岩元大吾君 １２歳 

がんばる個人・グループを
紹介します
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持
留
小
学
校
６
年
生
の
岩
元
大
吾
君

が
、
第
26
回
ゆ
め
立
体
・
彫
刻
展
で
鹿

児
島
県
美
育
協
会
賞
に
輝
き
、
３
月
22

日
（
火
）、
受
賞
報
告
に
役
場
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

も
の
を
造
る
事
が
と
に
か
く
好
き
と

い
う
岩
元
君
は
、
新
聞
で
見
か
け
た
阿

修
羅
像
を
ヒ
ン
ト
に
頭
像
を
制
作
し
た

そ
う
で
す
。

　

頭
像
は
、
２
面
体
で
怒
っ
た
顔
と
微

笑
ん
だ
顔
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

　

制
作
途
中
に
担
任
の
先
生
か
ら
「
自

分
の
顔
を
よ
く
見
て
み
て
」
と
の
指
導

で
顔
や
表
情
を
研
究
す
る
こ
と
に
。
友

達
の
顔
を
観
察
し
た
り
、
自
分
の
顔
を

い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
写
真
撮
影
し
て
見

て
み
る
と
表
情
に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
違

う
こ
と
に
気
付
い
た
そ
う
で
す
。

　

作
品
に
は
、
筋
肉
の
盛
り
上
が
り
や
、

骨
が
ご
つ
ご
つ
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
自

然
に
表
現
さ
れ
、
迫
力
あ
る
表
情
に
仕

上
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
を
出
品
し
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
岩
元
君
に
将
来
の

夢
を
尋
ね
る
と
「
卓
球
選
手
！
」
の
一

声
。
工
作
や
読
書
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

ス
ポ
ー
ツ
も
大
好
き
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
い
ろ
ん
な
も
の
に
挑
戦

し
て
み
て
ま
せ
ん
か
。



～桜が満開です～

No.22No.22

特 命 ！ カ メ ラ マ ン
ふるさとの風景を激写せよ !

東平正孝農林振興課 農政係

水田転作に関することを担当しています。

　新入生の輝かしい出発を祝うかのよう

に咲き誇る桜。

　町内のあちこちで桜が満開を迎えまし

た。ライトアップされた夜桜や舞い散る

桜を見るのもおすすめです。

　あすぱる大崎、ふれあいの里公園、せ

せらぎ公園などお気に入りの場所を見つ

けてみませんか。
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ぐ

る
り
知る 観る 食べる

　

ス
ー
プ
に
つ
か
う
豚
の
部
位

（
げ
ん
こ
つ
）
が
店
名
に
名
付
け

ら
れ
た
ラ
ー
メ
ン
専
門
店
げ
ん
こ

つ
屋
。

　

お
店
を
切
り
盛
り
す
る
福
元
史

郎
さ
ん
は
、
２
代
目
店
主
で
す
。

縁
あ
っ
て
前
経
営
者
か
ら
お
店
を

引
き
継
ぎ
約
１
年
半
。
名
前
に
泥

を
塗
ら
な
い
よ
う
に
味
付
け
に

は
、
と
て
も
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

　

お
す
す
め
は
、
ラ
ー
メ
ン
ラ
ン

チ
。
土
・
日
に
も
注
文
可
能
で
前

菜
に
な
ん
と
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
。　

■ラーメン専門店　げんこつ屋（国道２２０号線沿）
　営業時間：11：00 ～ 14：30　18：00 ～ 21：30
　定   休   日　火曜日　　住　所　大崎町神領２１４１　
　☎０９９-４７６- ４９１７

▲ボリューム満点！ラーメンランチ

ハ
ン
バ
ー
グ
に
チ
キ
ン
カ
ツ
、
ご
飯
、

ラ
ー
メ
ン
が
セ
ッ
ト
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

満
点
で
す
。

　

前
菜
は
、「
待
ち
時
間
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
」
と
お
客
様
へ
の
感

謝
の
し
る
し
だ
そ
う
で
す
。

　

手
作
り
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
大
隅

産
和
牛
の
も
つ
を
利
用
し
た
も
つ
煮

込
み
ラ
ー
メ
ン
（
夜
の
み
）
な
ど
こ

だ
わ
り
の
メ
ニ
ュ
ー
に
、
県
外
か
ら

の
お
客
様
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

ジ
ャ
ズ
が
流
れ
る
店
内
な
ど
こ
だ

わ
り
を
感
じ
ま
し
た
。

▲国道２２０号線沿いのげんこつ屋

▲店内は、懐かしいホーロー
看板や昭和初期の扇風機な
どが飾られレトロな雰囲気
いっぱいです。

ラーメン専門店

　　　げんこつ屋 ま ち ナ ビ



　

大
隅
河
川
国
道
事
務
所
で
は
、毎
年
、

肝
属
川
の
除
草
作
業
で
刈
草
を
無
償
で

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
募
集
締
め
切
り
】

平
成
23
年
５
月
９
日
（
月
）

【
堤
防
刈
草
受
け
入
れ
説
明
会
】

平
成
23
年
５
月
中
旬
予
定

【
堤
防
刈
草
配
布
開
始
】

平
成
23
年
６
月
上
旬
予
定

※
日
程
は
変
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

国
土
交
通
省
大
隅
河
川
国
道
事
務
所

河
川
管
理
課

☎
０
９
９
４
‐
６
５
‐
２
９
９
６

お知らせ募　集

く
ら
し
の
掲
示
板

　

エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
、
パ
ワ
ー
ポ
イ

ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
メ
ー
ル
な

ど
を
基
本
操
作
か
ら
職
場
で
活
用
で
き

る
実
践
的
な
ス
キ
ル
ま
で
学
習
し
ま

す
。

　

ま
た
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
財
務
、
販

売
管
理
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
法

や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
も
学
習
し
、
幅
広

い
職
種
で
の
再
就
職
に
必
要
な
能
力
を

習
得
で
き
ま
す
。

【
訓
練
期
間
】

平
成
23
年
６
月
22
日
（
水
）

　
　
　
　
　

〜
９
月
21
日
（
水
）

毎
週
月
〜
金
曜

　
　

９
時
30
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で

【
場　

所
】

株
式
会
社
プ
ラ
イ
ム
ワ
ー
ク
ス

志
布
志
市
志
布
志
町
志
布
志
３
丁
目
16

番
８
号

☎
０
９
９
‐
４
７
２
‐
５
０
２
０

【
対
象
者
】

再
就
職
を
目
指
す
人

【
定
員
】
20
人

【
応
募
期
間
】

平
成
23
年
４
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

〜
６
月
２
日
（
木
）

【
受
講
料
な
ど
】

受
講
料
無
料
。
た
だ
し
、
教
材
費

1
万
３
千
円
程
度
が
必
要
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
１
２
６
５

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
４
‐
４
４
‐
８
６
７
４

募　集

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

刈
草
の
無
償
提
供
に
つ
い
て

生
涯
学
習
県
民
大
学
受
講
生

募
集
に
つ
い
て

　

志
布
志
高
等
学
校
で
は
書
道
・
墨
彩

画
講
座
を
開
設
し
ま
す
。

【
講
座
日
程
】

５
月
21
日
（
土
）
か
ら
７
月
23
日
（
土
）

ま
で
の
毎
週
土
曜
日
14
時
〜
16
時

【
募
集
締
め
切
り
】

平
成
23
年
５
月
10
日
（
火
）

【
申
し
込
み
方
法
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
県
民
大
学
受

講
希
望
と
お
書
き
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
８
９
９
‐
７
１
０
１

志
布
志
市
志
布
志
町
安
楽
１
７
８

志
布
志
高
等
学
校　

県
民
大
学
講
座
係

☎
０
９
９
‐
４
７
２
‐
０
２
０
０

広
告 ◇入場料

　￥2,500
　（入浴券付き）
◇主催･お問い合せ
　あすぱる大崎
　☎099-471-6666

H23年5月7日(土)～ 5月22日(日)午後1時30分開演(1時開場)
あすぱる大崎 ※5/13(金)5/14(土)は休演

涙と笑いの人情芝居　華の舞踊絵巻

片岡鶴太郎の姪である座長山崎卑弥呼率いる
とんぼ座公演決定！

劇団とんぼ座
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広
告 ＪＡバンク年金キャンペーン

キャンペーン期間４／１（金）～１１／３０（水）

特賞
１等
２等

５千円相当の農産物　　県下５００名様
2,000円分の商品券　１０本（当ＪＡ）
1,000円分の商品券　２０本（当ＪＡ）

期間中、ＪＡバンクに年金振込をご指定いただいた方に抽選でステキな賞品プレゼント！！

※詳しくは、窓口へお問い合わせ下さい。

ＪＡそお鹿児島　本所　０９９（４８２）６８１２　　大崎支所　０９９（４７６）２１１３ＪＡバンク
広
告 住宅ローン借換キャンペーン住宅ローン借換キャンペーン

住宅ローン見直しのご相談の方もお気軽にどうぞ！

※詳細につきましては、お近くの窓口までお問合せください。
【お問い合わせ先】大崎支所　０９９（４７６）２１１３　本所　０９９（４８２）６８０７　そお鹿児島農業協同組合

※ＪＡ所定の金利軽減条件に合った場合にのみ金利軽減が可能です。
※特約終了後は、更にその時点の基準金利から０．９％軽減致します。

固定変動選択型　金利は平成２３年４月１日現在です（金利軽減後適用金利）

当初２年固定 0.85 % 　当初５年固定 1.10 % 　当初 15年固定 2.40 %

当初３年固定 1.05% 　当初10年固定 1.50 % 　当初 20年固定 2.55 %

● 初めてＪＡと取引される方でもお申し● 初めてＪＡと取引される方でもお申し

込み可能です！込み可能です！

●費用も合わせて借りられます！●費用も合わせて借りられます！

● メリット分でリフォームも考えてみて● メリット分でリフォームも考えてみて

はいかがでしょうか！はいかがでしょうか！



　

３
月
11
日
（
金
）
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
の
復
興
支
援
企
画
と
し
て
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
町
内
の
若
者
が
中
心
と
な

る
組
織
『
Ｏお

さ

き

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
に
Ｅい

こ
Ｃ
Ｏ
会
』

が
主
催
す
る
も
の
で
、〝
一
人
で
も
多

く
の
思
い
を
被
災
地
に
届
け
た
い
〞
と

企
画
さ
れ
ま
し
た
。

【
名　

称
】

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

【
日　

時
】

平
成
23
年
５
月
３
日
〜
５
日
ま
で

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
ま
で

※
出
品
物
が
売
り
切
れ
次
第
終
了
い
た

し
ま
す
。

【
場　

所
】

あ
す
ぱ
る
大
崎

大
崎
町
神
領
２
４
１
９

【
内　

容
】

　

本
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
は
、
被
災

者
へ
の
義
援
金
を
募
る
こ
と
が
目
的
で

す
。

　

売
り
上
げ
は
、
全
額
寄
付
し
被
災
地

の
復
興
支
援
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
ま

す
。

【
主　

催
】

　

Ｏお

さ

き

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
に
Ｅい

こ
Ｃ
Ｏ
会

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

お
お
さ
き
観
光
案
内
所

☎
０
９
９
‐
４
７
７
‐
２
４
０
０

広
告ニューウェーブ大崎 開催予定表 ☎ 099-478-2222

4
月

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

荒　

尾

福　

山

佐　

賀

佐　

賀

金　

沢

名
古
屋

名
古
屋

荒　

尾

佐　

賀

佐　

賀

笠　

松

金　

沢

浦　

和

浦　

和

笠　

松

荒　

尾

5
月

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

荒　

尾

水　

沢

佐　

賀

佐　

賀

佐　

賀

名
古
屋

荒　

尾

水　

沢

水　

沢

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金

沢
・

大

井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

笠

松
・

大

井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

笠

松
・

大

井

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

荒

尾
・

大

井

佐　

賀

佐　

賀

盛　

岡

リ
レ
ー
ナ
イ
タ
ー

金

沢
・

川

崎

お
知
ら
せ

広
告

お知らせ

お知らせ

申込
受付中  

困った
時は！パソコン教室

だいわ入口交差点（駐車場は裏側です）
おかげさまで10年目。

修理
販売
検定
設定
相談☎（099）476-5211

営業時間 :AM10:00～PM8:00（要予約）
初心者・一般・学生・高齢者
仕事・趣味・資格・修理
パソコンライフを応援

パソコンサポート
NT-JAPAN

パソコン教室

お気軽に !

お知らせ
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
加
入

は
お
済
み
で
す
か

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は
、
ア
マ
チ
ュ

ア
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う
社
会
教

育
関
係
団
体
を
対
象
と
し
た
保
険
で
す
。

　

保
険
期
間
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年

の
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
と
な
り
ま

す
。

　

加
入
依
頼
書
は
、
中
央
公
民
館
１
階

の
社
会
教
育
課
に
設
置
設
置
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
保
険
料
な
ど
詳
し
い
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

大
崎
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

☎
０
９
９
‐
４
７
６
‐
０
５
４
８

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
サ
ー
開
催

　

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
が
平
成
22
年
10

月
28
日
に
よ
り
時
間
額
６
４
２
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低

賃
金
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

【
産
業
名
】

自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

【
効
力
発
生
日
】　

平
成
22
年
12
月
24
日

【
最
低
賃
金
】　　

７
１
０
円

【
産
業
名
】

百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

【
効
力
発
生
日
】
平
成
23
年
１
月
８
日

【
最
低
賃
金
】　 
６
７
２
円

【
産
業
名
】

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
。

電
気
機
械
器
具
・
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業

【
効
力
発
生
日
】
平
成
23
年
１
月
５
日

【
最
低
賃
金
】　 

６
９
２
円

★
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下
の
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、別
に
定
め
る
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
の
産
業
に
該
当
す
る
場
合
は
、

当
該
最
低
賃
金
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

★
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働
者
に
適

用
さ
れ
、
使
用
者
は
労
働
者
に
対
し
て

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

鹿
児
島
労
働
局　

☎
０
９
９
‐
２
２
３
‐
８
２
７
８

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が

改
定
さ
れ
ま
し
た

お知らせ
九
州
電
力
か
ら
お
知
ら
せ

　

こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地

震
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
お
客
さ
ま
に
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

同
地
震
の
影
響
に
よ
り
、
東
北
地
方

及
び
関
東
地
方
の
広
範
囲
に
わ
た
り
災

害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
当
社
は
、
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
た
地
域
お
よ
び
隣
接
す
る
地
域

に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
お
客
さ
ま
に
対

し
、
電
気
料
金
等
に
つ
き
ま
し
て
特
別

措
置
を
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
特
別
措
置
の
適
用
に
つ
き
ま

し
て
は
、
お
客
さ
ま
か
ら
の
申
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
当
社

営
業
所
ま
で
お
問
合
せ
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

九
州
電
力
㈱
鹿
屋
営
業
所

☎
０
１
２
０
‐
９
８
６
‐
８
０
６

10周年記念！ ☆ポイント会員様限定抽選会☆　

是非お立ち寄り下さいませ。

花かごしま２０１１

是非ご期待下さい♪

4月24日（日）にポイント会員様限定の
抽選会を開催致します。 回遊拠点となっております。
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広
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社会福祉法人　福寿会
介護老人福祉施設 〒893－1612　鹿児島県肝属郡東串良町池之原2077番地1

E - m a i l   r u - p i n @ p o p p y . o c n . n e . j p

☎ 0994－63－0700（代）FAX 0994－63－0702ルーピンの里

オープニング正規職員募集事業拡大に伴い

年齢：不問　給与：規定に基づく
　　　　　　　　 （実務経験等考慮して決定）
休日：月に８日間
 （勤務表により1ヶ月単位の変形労働制）

募集職種 勤務時間

介護職（介護福祉士優遇） ２交代制（ローテーションによる）

正・准看護師 日勤のみ

待遇：社会保険・厚生年金・雇用保険・福利厚生
 交通費・労災保険・有給休暇
 定期健康診断（その他詳細は面談にて）
 賞与（年３回）・職員住宅有り

面接： 随 時 電 話 連 絡 後 、
追って面接日をお知
らせ致します。履歴
書（写真添付）をご
持参ください。



一般図書

一　般　図　書

Ｄｒコトー診療所　２３～２５……………… 山田　貴敏 
夢で逢いましょう……………………………… 藤田　宜永 
野菜を干せば、こんなにおいしい！……… 小田　真規子 
小さくても広く住める家……………… 成美堂出版編集部 
大局観…………………………………………… 羽生　善治 
今日もていねいに。………………………… 松浦　弥太郎 
イングリッシュ・モンスターの最強英語術… 菊池　健彦 
あたらしいあたりまえ……………………… 松浦　弥太郎 
悪の教典　上・下……………………………… 貴志　祐介 
あんでらすの鐘……………………………… 沢田　ふじ子 
永遠…………………………………………… 小手鞠　るい 
迎撃せよ………………………………………… 福田　和代 
謎解きはディナーのあとで…………………… 東川　篤哉 
アイらぶ日本語………………………………… 江畑　哲男 
老いの才覚……………………………………… 曽野　綾子 
お金の流れが変わった！……………………… 大前　研一 
トモスイ……………………………………… 高樹　のぶ子 
ネクタイのリメイク小物…………… パッチワーク通信社 
そのしつこい痛みも、必ず消える…………… 横山　桂子 
ルポ拉致と人々…………………………………… 青木　理 
起業の砦……………………………………… 江波戸　哲夫 
あたらしい哲学入門…………………………… 土屋　賢二 
地球……………………………………… ニュートンプレス 
ホーキング、宇宙と人間を語る……… スティーヴン・ホーキング 
文集さざんか…………………………… 大崎町教育委員会

あいうえおおきなだいふくだ…………… たるいし　まこ 
トンノのひみつのプレゼント…………… 田中　きんぎょ 
しんぶんしであそんじゃおう！…………… いまい　みさ 
もぐらくんとテレビ…………… ハナ・ドスコチロヴァー 
いっしょならもっといい………… ルイス・スロボドキン 
しごとをとりかえたおやじさん……………… 山越　一夫 
新生ＥＸＩＬＥ………………………………… 本郷　陽二 
楽しいローマ字　５…………………………… 田中　博史 
だれのズボン？………………… スティーナ・ヴィルセン 
小さなりゅう………………………………… 長井　るり子 
働く人たちのひみつ……………………… たまだ　まさお 
ドラキュラ・キューラ人間なんか大きらい！………… 山口　理 
なぞのたびびとフーせかいりょこうでこんにちは………アランジ　アロンゾ 

呪いのまぼろし美容院…………………………… 斎藤　洋 
へいきへいきのへのかっぱ！………………… 苅田　澄子

児童図書
児　童　図　書

図書館のおすすめ本

四畳半王国見聞録
森見　登美彦

徹底して純粋な阿呆たちによる７つの宇宙
規模的妄想が京の都を震わせる。

坂物語
佐藤　洋二郎

上り坂も辛いばかりではない。下り坂が楽
とは限らない。人間の胸底を鮮やかに描き
出した１２編の小説を収録しています。

木いちごの王さま
サカリアス・トペリウス

木いちごを摘みにでかけたテッサとアイナ
に次々と不思議な出来事が・・・・・。

チリメンモンスターをさがせ！
きしわだ自然資料館

チリメンジャコの中にまじって見つかる小
さな生き物・チリメンモンスターをさがし
てヒミツを知ろう！

★ふれあいおはなし会★
◎開催日時…毎月第３日曜日　10 時～

図書館へ行こう

≪特別開館のおしらせ≫
ゴールデンウィーク期間の5月3日（火）
～5月5日（木）は開館いたしますのでご
利用ください。

本の検索について
さがしている本の所蔵について、町のホー
ムページより検索することができます。
ホームページの『図書検索』をクリックし
て、『フリーワード検索』などの機能を使
用して蔵書検索ができます。便利な機能で
すので、どうぞご活用ください。

●新刊のお知らせ●

　最近、置き薬業者（偽の家庭薬配置員）になりすまし、置き薬や薬代金を騙し取るなどの

悪質な詐欺事件が発生しております。

　家庭薬配置員は、必ず身分証明書（配置従事者身分証明書）を携帯しております。不審に

思われたら薬箱を出す前に身分証明書の提示を求め、確認をお願いいたします。

※特に今までと違う家庭薬配置員が訪問した時は要注意！！

消費者行政担当
企画調整課　商工観光係
☎ 476-1111(221)

①身分証明書の確認
②精算書（請求書）の確認
③領収書の確認
④車両ナンバーの確認

ご協力をよろしくお願いいたします

30平成 23 年度　広報おおさき　4月号

だまされないで！！
なりすまし詐欺

注
意
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薩
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兼
題『
痒か

い
』

螢
飛
び
布
袋
草
咲
き
し
田
原
川
む
か
し
に
変
わ
ら
ぬ

清
流
と
な
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中
﨑
ハ
ナ
エ

雄
大
な
大
塚
古
墳
に
佇
め
ば
広
き
田
園
一
望
の
町

 

坂
元
つ
る
子

大
崎
に
ひ
と
り
住
む
家
わ
が
領
地
紛
れ
も
あ
ら
ぬ
地

球
の
一
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近
藤
し
づ
子

大
崎
に
お
世
話
に
な
り
て
七
十
年
古
里
恋
い
て
帰
る

子
等
あ
り 

内
田
ち
ど
り

店
内
は
甘
き
香
り
に
満
た
さ
れ
ぬ
大
崎
特
産
の
完
熟

苺 

長
重　

悦
子

子
ら
去
り
て
言
葉
少
な
に
春
炬
燵

内
村
美
恵
子

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
予
期
せ
ぬ
人
の
贈
物

坂
元
つ
る
子

小
春
日
を
猫
連
れ
歩
く
老
婆
か
な

益
倉　

睦
美

し
ら
じ
ら
と
夜
明
け
の
月
や
鳥
雲
に

宮
下　

の
し

夢
ご
こ
ち
牛
の
産
声
春
隣

折
田　

ス
ズ

房
咲
き
の
緋
寒
櫻
に
雨
し
づ
く

宮
脇　

洋
子

さ
ま
よ
え
ば
さ
ざ
波
よ
す
る
櫻
貝

新
小
倉　

ハ
ツ
子

～人権について、考えてみましょう。～
【児童福祉週間・・・５月５日～１１日】

　子どもや家庭、子どもの健やかな成長などについてみんなで考えるこ
とを目的に、５月５日『こどもの日』から一週間は、厚生労働省より『児
童福祉週間』と定められています。
　子どもは『社会の宝』です。子どもの成長を社会全体で支え、喜び合
いましょう。

持留川に咲き誇る菜の花

　『大崎小唄』の一節に♪春
はネ　春は大崎　菜の花ざか
り♪の詩があります。伐採管
理が行き届いた河川敷には菜
の花が自生し、まるで黄色い
じゅうたんのようでした。

《　平成２３年度『児童福祉週間』の標語　》

おいでおいで　みんなで一緒に　遊ぼうよ

人権啓発シリーズ⑭
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今
月
の
表
紙



この広報紙は再生紙を使用しています

月 火 水 木 金 土 日

4/15
●特定健診・各種がん健診
　保 7:30～9:30（受付）
●曽於地区春季畜産共進会
　大隅 9:00～
●本の宅配
　（午前中、町内一円）
●農委定例委員会
　共 9:00～

16
●特定健診・各種がん健診
　保 7:30～9:30（受付）

17
●ふれあいおはなし会
　図　10:00～
● 九州ビーチバレーリーグ
開幕戦 in おおさき
　砂　8:00～

18
●母子手帳交付
　役福 9:00～12:00

19
●マスターズプロジェクト
　大 9:15～11:00

20
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●はっする広場
　保 9:30～11:30
●『子供の読書週
　間』えほん展
　図　～5月20日まで

21
●乳児健診
　保 12:50～13:10（受付）

22
●スリム会
　保 9:00～12:00
●特設人権相談
　中公 10:00～15:00

23 24
●大崎町議会議員選挙

25
●こころのつどい
　保 13:30～
●子牛セリ市
　（～28日まで）
　大隅 9:30～
●教育委員会定例会
　教育長室 10:00～

26
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00
●育児・歯科相談
　保 13:30～15:00

27
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●はっする広場
　保 9:30～11:30

28
●つくしんぼ教室
　保 10:00～11:30
●本の宅配
　（午前中、町内一円）

29
●カヌー教室inくにの松原
　10:00～12:00
　14:00～16:00
　益丸プール

30
●カヌー教室inくにの松原
　10:00～12:00
　14:00～16:00
　益丸プール

5/1
●カヌー教室inくにの松原
　10:00～12:00
　14:00～16:00
　益丸プール

2
●カヌー教室inくにの松原
　10:00～12:00
　14:00～16:00
　益丸プール
●母子手帳交付
　役福 9:00～12:00
●農家相談会
　9:00～15:0０（農委）

3
●カヌー教室inくにの松原
　10:00～12:00
　14:00～16:00
　益丸プール
● 図書館ゴールデン
ウィーク開館
　9:00～17:00

4
●カヌー教室inくにの松原
　10:00～12:00
　14:00～16:00
　益丸プール
● 図書館ゴールデン
ウィーク開館
　9:00～17:00

5
●カヌー教室inくにの松原
　10:00～12:00
　14:00～16:00
　益丸プール
● 図書館ゴールデン
ウィーク開館
　9:00～17:00

6 7 8

9 10
●マスターズプロジェクト
　老 9:15～11:00

11
●マスターズプロジェクト
　野活 9:15～11:00
●1歳6か月健診
　保 12:50～13:10（受付）

12
●ポリオ予防接種
　保 12:50～13:10（受付）

13
●ポリオ予防接種
　保 12:50～13:10（受付）
●本の宅配
　（午前中、町内一円）

14 15
●ふれあいおはなし会
　図　10:00～

４月 17 日
■はるびゅうクリニック　☎ 478-2153

４月 24 日
■■江藤医院　　　　　　☎ 476-0126

５月１日
■牧瀬■牧瀬内科クリニック　　☎ 477-2121☎ 477-2121

５月８日
■■休み休み

５月 15 日
■はるびゅうクリニック　☎ 478-2153

●夜間の急患対応
　大隅広域夜間急病センター
　午後７時～翌日午前７時
　☎ 0994-45-4119

年中
無休

●町内の休日在宅医

町のカレンダー町のカレンダー
The calendar of the town

農振…農業振興センター
野……野方改善センター
中公…中央公民館
保……保健センター
体……大崎町総合体育館
老……老人福祉センター
共……共済組合

菱……菱田改善センター
持……持留改善センター
中央…中央運動公園
砂…… ビーチスポーツ専

用競技場
大……大丸改善センター
役福…役場保健福祉課

野活… 野方地区活性化セ
ンター

（医）…在宅当番医
プ……益丸プール
ふ……ふれあいの里公園
図……大崎町立図書館

ひと・もの・自然、調和が奏でる躍動のまち町政75周年

（注）下記日程は変更になることもあります。

●今月の納税
介護保険料　１期
後期高齢者医療保険料　１期
●町営住宅空家情報
４月１日現在空き家はありません。
建設課管理係　☎ 476-1111（243）

人口と世帯数
■人　 口 １４，６９６人（－ 103）
　　男 ７，０５７人（－　38）
　　女 ７，６３９人（－　65）
■世帯数 ６，９７４戸（－　17）
●出生 １５人 ●転入 ８６人
●死亡 １９人 ●転出 １８５人

平成２３年３月末現在　対前月比 ●日　時　４月２９日（金）～５月５日（木）
　　　　　１０：００～１２：００
　　　　　１４：００～１６：００
●参加料　５００円　
●場　所　くにの松原　町営プール
●内　容　カヌー教室

問 くにの松原キャンプ場　☎ 476-3611

４〜５⽉のイベント情報４〜５⽉のイベント情報

発行：大崎町役場／編集：企画調整課
〒８９９－７３０５　鹿児島県曽於郡大崎町仮宿１０２９番地
☎ 099-476-1111   FAX 099-476-3979　

大崎町ホームページアドレス
http://www.town.kagoshima-osaki.lg.jp

資源ゴミ回収
（第4木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第1木曜日地区）

資源ゴミ回収
（第2木曜日地区）

●教育相談
　毎週火曜日　9:00～16:00
　中央公民館
●心配ごと相談
　毎週水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター
●行政相談
　毎月第4水曜日　9:30～15:30
　老人福祉センター

●東日本大震災チャリティーバザー
　日時：5月３日（火）～５日（木）まで
　　　　9:00～14:00
　場所：あすぱる大崎
　※出品物がなくなり次第終了
　主催：Ｏ

お さ き

ＳＡＫＩにＥ
い こ

ＣＯ会

町のカレンダー町のカレンダー

資源ゴミ回収
（第3木曜日地区）

大崎町議会議員選挙期日前投票　役場１階ロビー　8:30～20:00


